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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間的に分割されたビデオデータをクライアントが要求するために用いられるＭＰＤ（
Ｍｅｄｉａ　Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ）であって、ＭＰＥＧ
－ＤＡＳＨにおいて規定されるＭＰＤを生成する生成装置であって、
　前記ビデオデータの少なくとも一部に対応する第１データを要求するために前記クライ
アントによって用いられる第１要求情報を含む第１リプリゼンテーションと、前記第１リ
プリゼンテーションが属する第１アダプテーションセットとは異なる第２アダプテーショ
ンセットに属する第２リプリゼンテーションであって、前記第１データに関連する第２デ
ータを要求するために前記クライアントによって用いられる第２要求情報を含む第２リプ
リゼンテーションと、前記第１リプリゼンテーションと前記第２リプリゼンテーションと
が関連していることを示す関連情報と、が記述されたＭＰＤを生成する生成手段と、
　前記生成手段により生成されたＭＰＤを提供する提供手段と、
　を有する生成装置。
【請求項２】
　前記第１要求情報及び前記第２要求情報はＵＲＬによって表現される請求項１に記載の
生成装置。
【請求項３】
　前記第１データはベースレイヤに対応するビデオデータであり、前記第２データはエン
ハンスメントレイヤに対応するビデオデータである請求項１又は２に記載の生成装置。
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【請求項４】
　前記エンハンスメントレイヤに対応するビデオの品質は、前記ベースレイヤに対応する
ビデオの品質よりも高い請求項３に記載の生成装置。
【請求項５】
　前記ビデオデータは、ビデオが時間的及び空間的に分割されたメディアセグメントを単
位として前記クライアントへ提供される請求項１乃至４のうち、何れか１項に記載の生成
装置。
【請求項６】
　前記第１データは複数のメディアセグメントの中から前記クライアントにより選択的に
要求された少なくとも１つのメディアセグメントの復号のために前記クライアントにより
用いられるデータである請求項５に記載の生成装置。
【請求項７】
　前記提供手段は、前記クライアントからの前記第１及び第２データの要求の受信に応じ
て、前記第１及び第２データを前記クライアントに提供する請求項１乃至６のうち、何れ
か１項に記載の生成装置。
【請求項８】
　前記生成手段は、前記関連情報として、前記第２リプリゼンテーションに前記第１リプ
リゼンテーションの識別情報が記述されたＭＰＤを生成する請求項１乃至７のうち、何れ
か１項に記載の生成装置。
【請求項９】
　時間的に分割されたビデオデータをクライアントが要求するために用いられるＭＰＤ（
Ｍｅｄｉａ　Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ）であって、ＭＰＥＧ
－ＤＡＳＨにおいて規定されるＭＰＤを生成する生成方法であって、
　前記ビデオデータの少なくとも一部に対応する第１データを要求するために前記クライ
アントによって用いられる第１要求情報を含む第１リプリゼンテーションと、前記第１リ
プリゼンテーションが属する第１アダプテーションセットとは異なる第２アダプテーショ
ンセットに属する第２リプリゼンテーションであって、前記第１データに関連する第２デ
ータを要求するために前記クライアントによって用いられる第２要求情報を含む第２リプ
リゼンテーションと、前記第１リプリゼンテーションと前記第２リプリゼンテーションと
が関連していることを示す関連情報と、が記述されたＭＰＤを生成する生成方法。
【請求項１０】
　前記第１データはベースレイヤに対応するビデオデータであり、前記第２データはエン
ハンスメントレイヤに対応するビデオデータである請求項９に記載の生成方法。
【請求項１１】
　前記第１データは複数のメディアセグメントの中から前記クライアントにより選択的に
要求された少なくとも１つのメディアセグメントの復号のために前記クライアントにより
用いられるデータである請求項９に記載の生成方法。
【請求項１２】
　前記ビデオデータは、ビデオが時間的及び空間的に分割されたメディアセグメントを単
位として前記クライアントへ提供される請求項９乃至１１のうち、何れか１項に記載の生
成方法。
【請求項１３】
　コンピュータを請求項１乃至８のうち、何れか１項に記載の生成装置の各手段として動
作させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、一般的には、通信ネットワーク、例えばインターネットプロトコル（ＩＰ）標
準規格に準拠する通信ネットワーク上の時分割メディアデータストリーミングの分野に関
する。特に、本発明は、パーティションで分割された時分割メディアデータをストリーミ
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ングするための、特にハイパーテキスト・トランスファー・プロトコル（ｈｔｔｐ）を用
いるＩＰネットワーク上のタイル化時分割メディアデータをストリーミングするための方
法、装置、およびコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
ビデオ符号化は、ビデオ画像を送信または記憶できるように、一連のビデオ画像をコンパ
クトなデジタル化されたビットストリームに変換する方法である。符号化装置はビデオ画
像を符号化するために用いられ、表示および視聴のためにビットストリームを再構築する
ために、これと関連させた復号化装置が利用できる。一般的な目的は、当初のビデオ情報
より小さいサイズになるようにビットストリームを形成することである。これによって、
ビットストリームコードを送信または記憶するために必要となる転送ネットワークまたは
記憶装置の容量を有利に低減する。送信するために、ビデオビットストリームは、通常、
ヘッダーおよびチェックビットを追加する伝送プロトコルに従って、一般にカプセル化さ
れる。
【０００３】
通信ネットワーク上でメディアデータをストリーミングすることは、通常、メディアプレ
ゼンテーションを表現するデータが、通信ネットワーク上で、サーバーと呼ばれるホスト
コンピュータによってクライアントデバイスと呼ばれる再生装置に提供されることを意味
している。クライアントデバイスは、一般に、様々な従来型コンピューティング装置のい
ずれかとして実現されるメディア再生コンピュータであって、例えば、デスクトップパー
ソナルコンピュータ（ＰＣ）、タブレットＰＣ、ノートブックもしくは携帯コンピュータ
、セルラー電話、無線携帯装置、個人情報機器（ＰＤＡ）、およびゲームコンソールなど
である。クライアントデバイスは、通常、（ファイル全体が配信されるのを待つのではな
く）ホストからストリーミングされたコンテンツが受信されるにつれて、それを表示する
。
【０００４】
メディアプレゼンテーションは、一般に、音声、ビデオ、テキスト、および／またはサブ
タイトルなどの、クライアントデバイスによって、一緒に再生するためにサーバーからク
ライアントデバイスに送ることができるいくつかのメディアコンポーネントを含む。それ
らのメディアコンポーネントは、クライアントデバイスによってサーバーからダウンロー
ドされる。クライアントデバイスがその特性（例えば解像度、コンピューティング能力お
よびバンド幅）の機能として、１つのバージョンを選択することができるように、通常の
実施においては、同じメディアコンポーネントのいくつかのバージョンへのアクセスを与
えることを意図している。
【０００５】
近年では、ムービング・ピクチャー・エクスパーツ・グループ（ＭＰＥＧ）は、ＨＴＴＰ
（ハイパーテキスト・トランスファー・プロトコル）上の既存のストリーミングソリュー
ションを統一し、取って代わるための新規な標準規格を発表した。この新規な標準規格は
、「ＨＴＴＰ上のダイナミック・アダプティブ・ストリーミング（ＤＡＳＨ）」と呼ばれ
、標準ウェブサーバーに基づいてＨＴＴＰ上のメディアストリーミングモデルをサポート
することを目的とし、そこでは、情報（すなわちストリームするメディアデータの選択、
ならびにユーザー選択、ネットワーク条件、およびクライアント機能に対するビットスト
リームの動的な適応）がクライアントの選択およびデバイスだけに依存する。
【０００６】
このモデルでは、メディアプレゼンテーションは、データセグメントにおいて、および、
提供される時分割メディアデータの構成を表現する「メディアプレゼンテーション記述（
ＭＰＤ）」と呼ばれるマニフェストにおいて、構成される。具体的には、マニフェストは
、データセグメントをダウンロードするために用いるリソース識別子を含み、有効なメデ
ィアプレゼンテーションを取得するためにそれらのデータセグメントを選択し結合するた
めのコンテキストを提供する。リソース識別子は、通常、おそらくバイト範囲と組み合わ
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されたＨＴＴＰ－ＵＲＬ（ユニフォーム・リソース・ロケータ）である。マニフェストに
基づいて、クライアントデバイスは、いかなる時にも、そのニーズ、その能力（例えばサ
ポートされたコーデック、ディスプレイサイズ、フレームレート、品質レベルなど）に従
って、およびネットワーク条件（例えば利用可能なバンド幅）に応じて、どのメディアセ
グメントをメディアデータサーバーからダウンロードするべきかを決定する。ＤＡＳＨ標
準規格のコンテキストでは、このマニフェストは、拡張可能なマークアップ言語（ＸＭＬ
）標準規格に準拠している。
【０００７】
クライアントデバイスがメディアデータを要求する前に、それはアクセス可能なメディア
セグメント各々の記述を取得し、そのようにして必要なメディアセグメントだけを要求す
るために、ＭＰＤファイルを受信する。言い換えれば、受信したＭＰＤファイルを解析す
ることによって、クライアントデバイスは、メディアプレゼンテーションのアクセス可能
なメディアセグメントの、特に、セグメントのアドレス（例えばｈｔｔｐアドレス）を含
む情報の項目を取得することができる。したがって、それは、どのメディアセグメントを
ダウンロードし（ＨＴＴＰ要求を介して）、これらのメディアセグメントを取得し、受信
および復号化の後でそれらを再生するかを決定することができる。
【０００８】
この関連に加えて、ＤＡＳＨ標準規格は、小さい期間に従って各メディアコンポーネント
をメディアサブコンポーネントに分割することを提案する。時間分解は、ＭＰＤファイル
に追加される。したがって、ＭＰＤファイルは、ｈｔｔｐアドレス（またはＵＲＬ）と小
さい期間にわたる各メディアセグメントの簡潔な記述との間のリンクを提供し、クライア
ントデバイスが所望の期間にわたってメディアプレゼンテーションの所望のメディアセグ
メントをダウンロードすることを可能にする。
【０００９】
ビデオの解像度が標準解像度（ＳＤ）から高精細度（ＨＤ）へ、さらに超高精細度（例え
ば４Ｋ２Ｋまたは８Ｋ４Ｋ）へと連続的に増加しており、全ての受信およびビデオ復号化
装置がフル解像度でビデオにアクセスするリソース（例えばネットワークアクセスバンド
幅またはＣＰＵ（中央処理ユニット））を備えているわけではなく、そして、全てのユー
ザーがこのようなビデオにアクセスする必要があるわけではないので、いくつかの関心領
域（ＲＯＩ）にのみアクセスする、すなわちビデオシーケンス全体のいくつかの空間的副
部分にのみアクセスする能力を提供することが、特に有益である。
【００１０】
ビデオに属するフレームの空間的副部分にアクセスする既知の機構は、一般にタイルと呼
ばれる独立にデコード可能な空間領域の配置としてビデオの各フレームを構成することに
ある。ＳＶＣ（スケーラブルビデオ符号化）またはＨＥＶＣ（高効率ビデオ符号化）など
のいくつかのビデオフォーマットは、タイル定義のためのサポートを提供する。ユーザー
が定義するＲＯＩは、１つあるいは複数の隣接するタイルをカバーすることができる。　
【００１１】
したがって、ＨＴＴＰプロトコルに従ってユーザーが選択したＲＯＩをストリーミングす
るために、１つまたは複数のタイルに空間的にアクセスすることを可能にし、かつ、アク
セスされたタイルの組み合わせを可能にする方法で、符号化されたビデオビットストリー
ムの時分割メディアデータのカプセル化を提供することが重要である。
【００１２】
符号化されたビデオビットストリームは、完全なフレームに対応する一組の隣接する時間
的サンプルとして一般に構築され、時間的サンプルは復号化する順序の関数として構成さ
れることを想起すべきである。このような符号化されたビットストリームをカプセル化し
記述するために、ファイルフォーマットが用いられる。
【００１３】
説明のために、国際標準化機構のベース・メディア・ファイル・フォーマット（ＩＳＯＢ
ＭＦＦ）は、よく知られたフレキシブルで拡張可能なフォーマットであり、それは、ロー
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カル記憶装置、またはネットワークもしくは別のビットストリーム配信機構を介した伝送
のために符号化された時分割メディアデータ・ビットストリームを記述する。このファイ
ルフォーマットは、オブジェクト指向である。それはボックスと呼ばれるビルディングブ
ロックから構成され、シーケンシャルに、または階層的に構成され、タイミングおよび構
造パラメータなどの、符号化された時分割メディアデータ・ビットストリームのパラメー
タを定義する。
【００１４】
ＩＳＯ　ＢＭＦＦ標準規格のタイルを記述するための解法は、各タイルを特定のトラック
にカプセル化すること、および、タイル位置を信号で送るためにトラックの変換行列を用
いることにある。ＤＡＳＨ標準規格を用いる自然な手法は、マニフェストの各トラックを
独立したメディアコンテンツとして記述することにある。しかし、現行のＭＰＤ定義では
、タイル化時分割メディアデータを記述することができないので、各トラックがＭＰＤの
同じビデオの下位部分であることを信号で送る方法がない。
【００１５】
したがって、実際には、クライアントデバイスは、ＭＰＤに記述された各ビデオコンポー
ネントが（例えばｍｏｏｖ／ｔｒａｃｋ／ｔｋｈｄとして知られたボックスにおけるトラ
ックおよび行列定義を介して）タイル化ビデオの副部分であると決定する立場にあるため
に、（マニフェストに加えて）第１の初期設定セグメントをダウンロードしなければなら
ない。次に、タイル位置とビデオコンポーネントとの間の関連を（例えばｍｏｏｆ／ｔｒ
ａｆ／ｔｆｈｄとして知られたボックスを介して）検索するために、クライアントデバイ
スは、少なくとも、各ビデオコンポーネントの各第１のメディアデータセグメントの冒頭
をダウンロードしなければならない。この初期化情報のダウンロードは、遅延およびさら
なるｈｔｔｐラウンドトリップをもたらす。
【００１６】
図１は、ビデオシーケンスの関心領域をストリーミングするためのタイルの使用を模式的
に示す。
【００１７】
図示するように、複数の解像度層は、一組の画像１０５－１～１０５－ｎを含む高い空間
的解像度の入力ビデオ１００から計算され、各層はタイルに分割され、各タイルは独立に
符号化される。従来のビデオストリームと同様に、ベースレイヤタイルは、全体のビデオ
シーンを示す。ユーザーがビデオにズームしたい場合には、より高い解像度層のタイルが
より高い品質の詳細を提供するために読み出される。したがって、クライアントデバイス
は、関心のある特定領域を表示するための複数のタイルを復号化して、同期させる必要が
ある。
【００１８】
あるいは、関心のある任意の領域を満たすために１つのタイルだけを必要とするように、
オーバーラップするタイリング方式を用いることができる。種々のディスプレイサイズお
よび種々のネットワーク条件を扱うために、各タイルは、種々の空間的および品質の解像
度で符号化される。
【００１９】
入力ビデオ１００に対応するマニフェストファイルの一例は、付録（コード１の抽出）に
与えられている。この例によれば、高い空間的解像度の入力ビデオ１００の各画像は、２
×２行列に配置された４つのセグメントを含む。各セグメントのアドレスおよび画像の対
応するセグメントの位置は、マニフェストの中で提供される。
【００２０】
米国特許出願第２０１００２９９６３０号には、パノラマ画像における関心領域を視覚化
するためのシステムが開示されている。しかし、予め生成された関心領域（サーバー側）
および切り取られた画像（クライアントデバイス側）の事例だけが考慮されている。それ
には、ユーザーが選択した関心領域の任意の動的なストリーミングは開示されていない。
【００２１】
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Ｐａｃｋｅｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　２０１０で発行された論文「Ａｎｉ
ｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ　ｒｅｇｉｏｎ－ｏｆ－ｉｎｔｅｒｅｓｔ　ｖｉｄｅｏ　ｓｔｒｅ
ａｍｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｏｎｌｉｎｅ　ｌｅｃｔｕｒｅ　ｖｉｅｗｉｎｇ」
では、著者が関心領域をストリーミングするためのタイルの使用について述べている。マ
ニフェストは、タイルの情報の識別子および位置項目を提供するために用いられる（実際
にはＨ．２６４スライス）。しかし、各解像度層のタイリング構成がマニフェストファイ
ルで記述されている場合であっても、このような記述はタイルごとのＵＲＬを提供しない
。さらに、選択されたタイルをストリーミングするためにクライアントによって送られた
特定のｈｔｔｐクエリを解釈するために、それはサーバー側でいくらかの情報を必要とす
る。実際、専用のマニフェストにより提供された情報のベースＵＲＬおよびタイル項目（
タイル位置および識別子）から、クライアントデバイスは、特定のタイルにアクセスする
ための、マニフェストから読み出された識別子属性の値によって識別されるＨＴＴＰＧＥ
ＴクエリＵＲＬタイプ、例えばＧＥＴｘｘｘ？ｉｄ＝ｖａｌのクエリを構築することがで
きる。しかし、このようなタイプのＵＲＬは、その要求を満たすためにクライアントデバ
イスに送られるファイルでファイルおよびバイト範囲を読み出すために、サーバー側で処
理タスクを必要とする。さらに、それによっては、マニフェストの情報のタイル構成およ
び／または除外項目を信号で送ることができない。
【００２２】
特許出願国際公開第２０１２１６８３６５号によれば、マニフェストファイルはそれらの
位置情報（ＵＲＬ）を有する１つまたは複数の空間的セグメントストリームを記述し、ク
ライアントデバイスは１つまたは複数の空間的領域を選択する可能性を有する。またマニ
フェストファイルは、特に解像度レベルにわたって空間的領域を整合させるために、空間
的セグメント間の関係を記述する。しかし、同時に２つ以上のタイルをストリーミングし
、かつ表示する能力を提供するために、クライアント側で同期エンジンが必要となる。こ
のような同期エンジンは、ＤＡＳＨを用いる場合には、マニフェストにおける時限セグメ
ント、およびクライアントデバイスにおけるフレームの再順序付けを必要とする。復号化
された空間的セグメントフレームは、選択された関心領域として表示するために互いに継
ぎ合せられる。
【００２３】
これらの問題を解決するために、マニフェストのための効率的なパーティションまたはタ
イル記述方式が提供され、それは、どのようなトラックの組み合わせがクライアントアプ
リケーションによって選択されても、ＩＳＯ　ＢＭＦＦパーシングの結果が常にビデオデ
コーダのための有効なビデオ・エレメンタリ・ビットストリームをもたらすことを保証す
る。
【発明の概要】
【００２４】
これらの制約条件に直面して、発明者は、パーティションで分割された時分割メディアデ
ータをストリーミングするための装置を提供する。
【００２５】
上述したような先行技術の欠点を改善することが、本発明の幅広い目的である。　  　　
　　　
【００２６】
本発明のさらなる利点は、図面および詳細な説明を考察することで、当業者には明らかに
なろう。いかなる付加的な利点も、本明細書に組み込まれるものとする。
【００２７】
ここで本発明の実施形態について、単なる例として、以下の図面を参照して説明する。　
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、ビデオシーケンスの関心領域をストリーミングするためのタイルの使用
を模式的に示す図である。
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【図２】図２は、ハイパーテキスト・トランスファー・プロトコルによる通信ネットワー
ク上の適応可能なメディア・プレゼンテーション・ストリーミングの一般的原理を示す図
である。
【図３】図３は、メディアプレゼンテーションおよび対応するマニフェストファイルを生
成するためのステップを示す図である。
【図４】図４は、ビデオタイリング、およびそれがどのように圧縮されたビデオデータに
適用されるかを示す図である。
【図５ａ】図５ａは、タイルおよびスライスセグメントの例を示す図である。
【図５ｂ】図５ｂは、タイルおよびスライスセグメントの例を示す図である。
【図５ｃ】図５ｃは、タイルおよびスライスセグメントの例を示す図である。
【図６】図６は、所与の時間的期間の連続するビデオフレームの空間部分を表現する有効
な復号可能な時分割メディアデータ・ビットストリームを構築するために、ダウンロード
されたメディアデータセグメントを連結する例を示す図である。
【図７】図７は、タイルトラックを信号で伝えるための下位表現を用いるのに好適である
ｍｐ４構成の一例を示す図である。
【図８】図８は、前述の実施形態によるタイル記述を含むマニフェストを処理するための
クライアントデバイスで実行される処理ステップを示すフローチャートである。
【図９】図９は、前述の実施形態による従属性記述を含むマニフェストを処理するための
クライアントデバイスで実行される処理ステップを示すフローチャートである。
【図１０】図１０は、本発明の記載された実施形態の各々の各ステップまたはいくつかの
ステップを実行するために用いることができるコンピューティング装置の模式的なブロッ
ク図である。
【図１１ａ】図１１ａは、空間的にスケーラブルなビデオのためのタイリング構成の例を
示す図である。
【図１１ｂ】図１１ｂは、空間的にスケーラブルなビデオのためのタイリング構成の例を
示す図である。
【図１２】図１２は、ＳＮＲ（信号対雑音比）スケーラブルなビデオのためのタイリング
構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
特定の実施形態によれば、マニフェストのビデオシーケンスの空間的副部分の簡潔な記述
に基づく解法が記述され、それは、特に、ＤＡＳＨ　ＭＰＤ標準規格に準拠するファイル
に容易に統合することができる。このような解法を用いることにより、クライアントデバ
イスは、空間的メディアコンポーネントの存在についての知識を得ることができ、これら
のメディアコンポーネントの各々をダウンロードするためのハイパーテキスト・トランス
ファー・プロトコル（ｈｔｔｐ）アドレスを取得することができる。その目的のために、
マニフェストファイルは、ビデオ表現間の任意の従属性に関する情報を含む。
【００３０】
特定の実施形態によれば、ビデオシーケンスは独立な空間的パーティション（例えばタイ
ル）に符号化され、各符号化されたパーティションは、独立なトラック（パーティション
トラックまたはタイルトラック）としてファイルフォーマットにカプセル化される。パー
ティショントラックのデータに対する参照を含む、参照トラックまたは複合トラックと呼
ばれる付加的なトラックは、２つ以上のパーティショントラックの任意の合成をカプセル
化するために用いられる。パーティショントラックおよび参照トラックのこのようなカプ
セル化は、空間的アクセスの可用性についてクライアントデバイスに通知するために、マ
ニフェストにおいて信号で送られる。またマニフェストは、複合トラックの任意のアドレ
ス可能コンポーネントとして各パーティショントラックの記述を含む。
【００３１】
シンタックス変形の重要性と記述の完全性との間のトレードオフから生じる様々な実施形
態を提供することができる。
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【００３２】
特定の実施形態によれば、時限サンプル（例えば画像）を含むタイル化時分割メディアデ
ータ（例えばビデオデータ）などのパーティションで分割された時分割メディアデータは
、一組のいくつかの時分割メディアデータ、通常はベースレイヤトラックおよびいくつか
のタイルトラック、ならびに、時分割メディアデータトラックに対する参照を含む参照ま
たは複合トラックとして送信される。各タイルトラックは、いくつかの時限サンプルの１
つの空間的サブサンプル（例えばいくつかのネットワークアブストラクション層（ＮＡＬ
）ユニット）を含む。複合トラックから時分割メディアデータトラックを参照するために
、拡張されたエクストラクタタイプが定義される。時分割メディアデータトラックは、表
示可能でないとラベルされ、タイルのための時分割メディアデータを運び、それを記述す
る。このような一組の時分割メディアデータトラックおよび複合トラックは、空間ビデオ
タイルの選択、構成、および効率的なストリーミングを可能にする。各トラックは、一組
のメディアセグメントファイルとしてサーバーからクライアントデバイスへ送信すること
ができる。メディアセグメントファイルを復号化するのに必要なメタデータを送信するた
めに、初期設定セグメントファイルを用いることができる。
【００３３】
図２は、ｈｔｔｐによる通信ネットワーク上の適応メディアプレゼンテーションストリー
ミングの一般的原理を示す図である。ｈｔｔｐ上のメディアストリーミングのための大部
分のプロトコルおよび標準規格は、この原理に基づく。
【００３４】
図示するように、サーバー２００は、メディアプレゼンテーション、その中でも特に、イ
ンタリーブビデオおよび音声コンポーネントを含むメディアプレゼンテーション２０５を
含む。図３は、このようなメディアプレゼンテーションがどのように構築され得るかを模
式的に示す。
【００３５】
符号化の間、メディアプレゼンテーションは、例えばＭＰ４標準規格（ＩＳＯ／ＩＥＣ１
４４９６－１４）に準拠するコンポーネントなどの、独立にアドレスされダウンロードす
ることができる、小さい独立した連続的な時間的コンポーネントに時間的に分割される。
アドレス（すなわち、記載された実施形態のｈｔｔｐアドレス）は、各取得された時間的
コンポーネントの全てのセグメントについて、サーバー２００によって設定され、図４を
参照して説明するように、マニフェストが生成される。
【００３６】
上述したように、マニフェストは、所与のメディアプレゼンテーションについてアクセス
することができる全ての時間的コンポーネントのコンテンツを記述する文書であって、通
常はＸＭＬファイルである。このような記述は、メディアコンポーネントのタイプ（例え
ば音声、ビデオ、音声ビデオ、またはテキスト）、メディアセグメントの持続時間、およ
びメディアセグメントと関係するアドレス（例えばＵＲＬ）、すなわちメディアコンポー
ネントを取得することができるアドレスを含むことができる。
【００３７】
通常は、ＭＰＤは階層データモデルに基づいている。それは、各期間が起動時間および持
続時間を有する１つもしくは複数の期間から構成され、１つもしくは複数のアダプテーシ
ョンセットから構成される。アダプテーションセットは、１つもしくは複数のメディアコ
ンポーネントおよびその様々な符号化された代替例に関する情報を提供し、同じメディア
コンポーネントの各符号化された代替例はリプリゼンテーションと呼ばれる。次に、各リ
プリゼンテーションは、通常、１つまたは複数のセグメントから構成される。
【００３８】
説明のために、メディアプレゼンテーション２０５のインタリーブ音声およびビデオデー
タは、連続する時間的コンポーネント、例えば３つの連続する期間に対応する３つの連続
する時間的コンポーネント２１０－１～２１０－３に、時間的に分割されている。これら
のメディアコンポーネントの各々は、いくつかのメディアセグメント（図示せず）を収容
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する少なくとも１つのリプリゼンテーション（図示せず）を含む少なくとも１つのアダプ
テーションセット（図示せず）を含む。これらのセグメントのアドレスは、サーバー２０
０によって設定される。時間的コンポーネント２１０－１～２１０－３に関連する情報の
これらのアドレスおよび他の項目は、メディアプレゼンテーション２０５に対応するマニ
フェスト２１５でアクセス可能である。
【００３９】
このマニフェストファイルは、クライアントデバイス２２０に送られる（ステップ２２５
）。受信した後に、メディアプレゼンテーション２０５のメディアコンポーネント２１０
―１～２１０―３のアクセス可能なメディアセグメント、これらのメディアセグメントの
ｈｔｔｐアドレス、およびこれらのメディアセグメント間の関係を決定するために、マニ
フェストファイル２１５はクライアントデバイス２２０によって解析される。さらに、マ
ニフェストファイル２１５は、メディアプレゼンテーションのコンテンツ（すなわち所与
の例におけるインタリーブ音声およびビデオ）に関する情報の項目を与える。情報のこれ
らの項目は、解像度、ビットレート、および類似の情報を含むことができる。
【００４０】
したがって、この情報を考慮して、クライアントデバイス２２０は、これらのセグメント
をダウンロードするための対応するｈｔｔｐ要求を受信し送信する（ステップ２３０）た
めに、メディアセグメントを選択することができる。それに応答して、サーバー２００は
、要求された時間的セグメントを送信する（ステップ２３５）。これらの時間的セグメン
トは、デコーダ２４０で復号化され、ディスプレイ２４５に表示することができる。
【００４１】
図３は、メディアプレゼンテーションおよび対応するマニフェストファイルを生成するた
めのステップを示す図である。このようなステップは、通常、図２のサーバー２００など
のサーバーによって実行される。
【００４２】
図示するように、音声データおよびビデオデータは、ステップ３００およびステップ３０
５の間にそれぞれ取得される。このようなデータは、例えば、通信ネットワークを介して
、図３に示すステップを実行するサーバーに接続されたデータ記憶サーバーなどの外部ソ
ースから取得することができる。
【００４３】
音声データは、ステップ３１０の間に圧縮される。このような圧縮は、例えば、ＭＰ３標
準規格（ＭＰＥＧ－１／２音声層３）に基づくことができる。並行して、ビデオデータも
ステップ３１５の間に圧縮される。その目的のために、ＭＰＥＧ４、ＭＰＥＧ／ＡＶＣ、
ＳＶＣ、ＨＥＶＣ、またはスケーラブルなＨＥＶＣのようなビデオデータ圧縮アルゴリズ
ムを用いることができる。
【００４４】
音声データおよびビデオデータは、符号３２０および３２５でそれぞれ示すように、デー
タ基本ストリームとして圧縮される。これらの基本ストリームは、グローバル・メディア
・プレゼンテーション３３５を生成するために、ステップ３３０の間にカプセル化される
。
【００４５】
例えば、グローバル・メディア・プレゼンテーションとして符号化された音声およびビデ
オの基本ストリームのコンテンツを記述するために、ＩＳＯ　ＢＭＦＦ標準規格（あるい
は、説明のために、このＩＳＯ　ＢＭＦＦ標準規格のＡＶＣ、ＳＶＣ、またはＨＥＶＣに
対する拡張）を用いることができる。したがって、カプセル化されたメディアプレゼンテ
ーションは、マニフェスト、例えばＸＭＬマニフェスト３４５の生成（ステップ３４０）
のための入力として用いられる。
【００４６】
ＤＡＳＨの特定の事例について上述したように、マニフェストファイル（ＭＰＤ）は、コ
ンポーネント（期間と関係する）、アダプテーションセット、リプリゼンテーション、お
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よびセグメントによって階層的に構成される。言い換えれば、メディアプレゼンテーショ
ンは時間的期間に分割され、ＭＰＤは各期間に関連する全てのデータを含む。情報の対応
する項目を受信することによって、クライアントデバイスは、期間ごとに、メディア・プ
レゼンテーション・コンテンツを決定することができる。
【００４７】
再び、このコンテンツはアダプテーションセットの中に構成され、可能性のある構成は、
メディアプレゼンテーションに収容されたメディアタイプごとに、１つまたは複数のアダ
プテーションセットを有することになる。ビデオデータに関するアダプテーションセット
は、通常、サーバーから入手可能な対応する符号化されたビデオデータコンポーネントの
種々の可能性のあるリプリゼンテーションに関する情報の項目を収容する。説明のために
、第１のリプリゼンテーションは、６４０×４８０画素の空間解像度で符号化され、５０
０ｋｂｉｔ／ｓのビットレートで圧縮されたビデオデータを対象とする。第２のリプリゼ
ンテーションは、類似のビデオコンテンツを対象とするが、２５０ｋｂｉｔ／ｓのビット
レートで圧縮されている。それから、各リプリゼンテーションは、クライアントデバイス
が対応するｈｔｔｐアドレスを知っているという条件の下でｈｔｔｐ要求を用いて、クラ
イアントデバイスによってセグメントとしてダウンロードすることができる。
【００４８】
各リプリゼンテーションのビデオデータとｈｔｔｐアドレスとの間の関連は、時間的セグ
メントと呼ばれる特定レベルの記述を用いて作られる。したがって、各ビデオリプリゼン
テーションは、時間的セグメント（通常は２、３秒の持続時間を有する）に分割される。
したがって、各時間的セグメントは、特定のｈｔｔｐアドレス（ＵＲＬまたは１バイト範
囲を有するＵＲＬ）によりアクセス可能なサーバーに格納されたビデオコンテンツの一部
である。
【００４９】
さらに、初期設定セグメントとして知られた特定のセグメントが生成されて、クライアン
トデバイスからアクセス可能になる。この初期設定セグメントは、カプセル化されたビデ
オストリームを記述する情報のＭＰ４初期化項目を含むことができる（ビデオがＩＳＯＢ
ＭＦＦまたは拡張を用いてカプセル化されている場合）。説明のために、情報のこれらの
項目は、クライアントデバイスが、アクセスした圧縮されたビデオデータに関する復号化
アルゴリズムを例示化するのを助ける。初期設定セグメントの、およびメディアセグメン
トのｈｔｔｐアドレスは、ＭＰＤファイルにおいて与えられる。ＭＰＤファイルの一例は
、付録（コード２の抽出）に与えられている。
【００５０】
付録に与えられているコード２の抽出は、所与のメディアプレゼンテーションのためのＤ
ＡＳＨマニフェスト（ＭＰＤ）の一例を示す。この例の目的は、ＭＰＤの主要な特性を提
示することである。明確にするために、この例で与えられるリプリゼンテーションは、時
間的セグメントに分割されていないことに留意する必要がある。
【００５１】
このＭＰＤの例では、２つのタイプのメディアデータが１つの期間に対して記述されてい
る。第１のものは英語の音声ストリームであり、第２のものはビデオストリームである。
【００５２】
英語の音声ストリームは、‘ａｕｄｉｏ／ＭＰ４’タイプの‘ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅ
ｔ’タグによって導入される。ＭＰＤは、この音声ストリームの２つのリプリゼンテーシ
ョンを記述する。第１のリプリゼンテーション（インデックス１を有する：＜Ｒｅｐｒｅ
ｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”１”…＞）は、６４，０００（帯域幅＝”６４０００”）
バイト／秒に等しいビットレートを有するＭＰ４のカプセル化された基本音声ストリーム
である。この例に示すように、この基本ストリームを扱うために用いるコーデック（ｍｐ
４パース後）は、属性‘ｍｐ４ａ．０ｘ４０’　（＜ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ　…ｃ
ｏｄｅｃｓ＝”ｍｐ４ａ．０ｘ４０”…＞）によって、標準規格において定義される。こ
の例によれば、リプリゼンテーションは、アドレス＜ＢａｓｅＵＲＬ＞７６５７４１２３
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４８．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞における要求によりアクセス可能であり、＜Ｂａｓｅ
ＵＲＬ＞はＭＰＤにおいて‘ｈｔｔｐ：／／ｃｄｎ１．ｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍ／’また
は‘ｈｔｔｐ：／／ｃｄｎ２．ｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍ／’によって定義される（同じコ
ンテンツをストリーミングするために２つのサーバーが利用できる）。したがって、クラ
イアントデバイスは、アドレス‘ｈｔｔｐ：／／ｃｄｎ１．ｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍ／７
６５７４１２３４８．ｍｐ４’、またはアドレス‘ｈｔｔｐ：／／ｃｄｎ２．ｅｘａｍｐ
ｌｅ．ｃｏｍ／７６５７４１２３４８．ｍｐ４’に対応する要求を用いて英語の音声スト
リームを要求することができる。第２のリプリゼンテーション（インデックス２を有する
：＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”２”…＞）は、３２，０００バイト／秒に
等しいビットレートを有するＭＰ４のカプセル化された基本音声ストリームである。　
【００５３】
ビデオストリームは、‘ｖｉｄｅｏ／ＭＰ４’タイプの‘ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ’
タグによって導入される。ＭＰＤは、このビデオストリームの６つのリプリゼンテーショ
ンを記述する。ＭＰＤに示すように、これらのリプリゼンテーションは、異なる空間解像
度（３２０×２４０、６４０×４８０、および１２８０×７２０画素）、および異なるビ
ットレート（２５６０００から２０４８０００バイト／秒）のビデオを収容する。これら
のリプリゼンテーションの各々について、異なるＵＲＬが関係する。したがって、クライ
アントデバイスは、推定されているバンド幅およびスクリーン解像度などの基準の関数と
して、同じビデオデータのこれらの代替的リプリゼンテーションの中からから１つのリプ
リゼンテーションを選択することができる。
【００５４】
この例から、関心領域をストリーミングするためのタイルトラックの記述に関する従来の
ＭＰＤの限界を理解することができる。タイルトラックが完全なビデオフレームのリプリ
ゼンテーションとして記述され得るにもかかわらず、カプセル化に応じて、特にタイルト
ラックがタイルデータのみを含む場合には、タイルトラックは表示可能であり得ない。デ
コーダのための初期化データが失われるおそれがある。したがって、タイルトラックごと
の従来のＭＰＤおよび１つのリプリゼンテーションを用いて、クライアントデバイスは、
タイルの組み合わせの可能性または非互換性に関する情報の項目を取得することができな
い。言い換えれば、各タイルは別のタイルの代替物として見られ、このようにして複数の
タイル選択を防止している。信号で送ることができる唯一の組み合わせは、例えば複合ト
ラックのリプリゼンテーション要素におけるｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄとして既知の属性
を用いる全てのタイルの組み合わせであるか、あるいは、フルフレームビデオがマニフェ
ストにおいてそれ自体のリプリゼンテーションを有する場合には、全くタイルのない組み
合わせである。この問題を解決するために、いくつかの実施形態について、以下本明細書
で説明する。
【００５５】
上述したように、タイルは、ビデオフレームの独立に復号化可能な空間的領域である。　
【００５６】
図４は、ビデオタイリング、およびそれがどのように圧縮されたビデオデータに適用され
るかを示す図である。図示するように、ビデオストリーム４００は、一組の連続する時間
的フレームを含む（説明のために、３つの連続する時間的フレームを示す）。各フレーム
は、長方形、例えばタイルＴｎ（ｎは１から８まで変化する）と呼ばれる符号４０５で示
す８つの長方形に分割することができる。当然、タイルの数および形状は、異なってもよ
い。しかし、説明のために、考慮するビデオフレームのインデックスが何であれ、タイリ
ングは同一であるとみなす。
【００５７】
タイリングの結果、独立な下位ビデオ（図示する例の８つ）が取得される。これらの下位
ビデオは、符号４１０で示し、全体のビデオのパーティションである。各独立な下位ビデ
オは、例えば、ＡＶＣまたはＨＥＶＣ標準規格に準拠した独立なビットストリームとして
符号化することができ、あるいは、それはＨＥＶＣビットストリームのタイルまたはＡＶ
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Ｃのスライスなどの単一のビデオビットストリームの一部であってもよい。
【００５８】
ビデオのこのタイリング構成は、特にＳＶＣまたはスケーラブルなＨＥＶＣなどのスケー
ラブルなビデオ符号化フォーマットを考える場合に、他の構成まで拡張することができる
。
【００５９】
図１１は、図１１ａおよび１１ｂを含み、タイリング構成の例を示す図である。
【００６０】
図１１ａは、特定のタイリング構成を示す。図示するように、ビデオシーケンス（図示せ
ず）のフレーム１１００は、ベースレイヤフレーム１１０５を有するスケーラブルなビデ
オ、および８つのタイル部分（Ｔ１、Ｔ２、・・・、Ｔ８）に分割された空間的エンハン
スメントレイヤフレーム１１１０として符号化される。ベースレイヤは、タイル化されて
いない。したがって、エンハンスメントレイヤの各タイル（例えば、エンハンスメントレ
イヤフレーム１１１０の各タイル部分）は、ベースレイヤ全体に従属している。このよう
なフレーム構成では、部分１１１５などの画像の一部がフレームの空間的部分（例えばフ
レーム１１００の右下部分）をストリーミングするために選択される場合には、選択され
たタイル（例えばタイルＴ６およびＴ８）およびベースレイヤが必要である。図１１ａに
示すように、選択された部分１１１５は、関心領域を表し、２つのタイルＴ６およびＴ８
、ならびにベースレイヤ１１０５に包含されている。
【００６１】
図１１ｂは、別の特定のタイリング構成を示す。図示するように、フレーム１１５０を含
むビデオシーケンスは、タイル化ベースレイヤ（すなわちタイルベースレイヤフレーム１
１５５）およびタイル化に基づく空間的従属性を有するタイル化空間的エンハンスメント
レイヤ（すなわちタイル化空間的エンハンスメントレイヤフレーム１１６０）として符号
化される。エンハンスメントレイヤの１つのタイルは、ベースレイヤの同じ位置にあるタ
イルだけに従属する。このような構成では、ユーザーがＲＯＩ１１６５などの関心領域を
選択する場合には、エンハンスメントレイヤフレーム１１６０の２つのタイルＴ６および
Ｔ８、ならびにベースレイヤフレーム１１５５の２つの参照タイルＴ０６およびＴ０８を
必要とする。
【００６２】
図１２は、ＳＮＲ（信号対雑音比）タイプのスケーラビリティのためのタイリング構成の
一例を示す図である。このような構成では、エンハンスメントレイヤのタイル、例えばフ
レーム１２００のエンハンスメントレイヤフレーム１２１０のタイル部分Ｔ１～Ｔ２は、
ベースレイヤの同じタイル、例えばベースレイヤフレーム１２０５のタイル部分Ｔ０１～
Ｔ０８に従属する。従属性は、タイルに基づいている。このような場合には、ユーザーが
ストリーミングのための画像部分、例えばフレーム１２００の領域１２１５を選択する場
合には、エンハンスメントレイヤのタイルは、ベースレイヤの対応する従属するタイルと
共にストリーミングされる。例えば、エンハンスメントレイヤフレーム１２１０のタイル
部分Ｔ６およびＴ８はベースレイヤフレーム１２０５のタイル部分ＴＯ６およびＴ０８と
共にストリーミングされる。
【００６３】
ユーザーにより選択された関心領域は、１つあるいは複数の隣接するタイル（例えば、図
１１および図１２に示す例のタイルＴ６およびＴ８の組み合わせ、または図４に示す例の
タイルＴ６およびＴ２の組み合わせ）に対応することができる。
【００６４】
上述したように、本発明の実施形態は、特に、ＨＥＶＣビデオフォーマットに適用するこ
とができる。
【００６５】
ＨＥＶＣ標準規格によれば、画像は、タイル、スライス、およびスライスセグメントに空
間的に分割することができる。この標準規格では、タイルは、水平境界および垂直境界（
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すなわち、行および列）によって規定される画像の長方形領域に対応する。それは、整数
個の符号化ツリーユニット（ＣＴＵ）を含む。したがって、例えば、関心領域の位置およ
びサイズを定義することによって、関心領域を識別するために、タイルを効率的に用いる
ことができる。しかし、ＨＥＶＣビットストリームの構造、ならびにネットワークアブス
トラクト層（ＮＡＬ）ユニットとしてのそのカプセル化は、タイルについて構成されてお
らず、スライスに基づいている。
【００６６】
ＨＥＶＣ標準規格では、スライスはスライスセグメントの組であって、１組のスライスセ
グメントの最初のスライスセグメントは、独立なスライスセグメント、すなわち、ヘッダ
ー内に記憶された一般情報が別のスライスセグメントの一般情報を参照しないスライスセ
グメントである。一組のスライスセグメントの他のスライスセグメントは、もしあれば、
従属するスライスセグメント（すなわち、ヘッダー内に記憶された一般情報が独立なスラ
イスセグメントの一般情報を参照するスライスセグメント）である。
【００６７】
スライスセグメントは、整数個の連続する（ラスター走査順の）符号化ツリーユニットを
含む。したがって、スライスセグメントは長方形の形状であっても、そうでなくてもよく
、したがって関心領域を表すことには適していない。それは、ＨＥＶＣビットストリーム
、すなわちスライスセグメントデータが後に続くスライス・セグメント・ヘッダーの形式
で符号化される。独立なスライスセグメントおよび従属するスライスセグメントは、それ
らのヘッダーによって区別され、従属するスライスセグメントは独立なスライスセグメン
トに従属するので、そのヘッダーの情報量は独立なスライスセグメントのヘッダーより小
さい。独立なスライスセグメントおよび従属するスライスセグメントの両方は、タイルを
定義するために用いられる対応するビットストリーム中のエントリ点、またはエントロピ
ー復号化同期点としてのエントリ点のリストを含む。
【００６８】
図５は、図５ａ、図５ｂ、および図５ｃを含み、タイルおよびスライスセグメントの例を
示す図である。より正確には、図５ａは、垂直境界５０５－１および５０５－２ならびに
水平境界５１０－１および５１０－２によって９つの部分に分割された画像（５００）を
示す。符号５１５－１～５１５－９で示す９つの部分の各々は、特定のタイルを表す。　
【００６９】
図５ｂは、垂直境界５０５’によって区切られた２つの垂直タイルを含む画像（５００’
）を示す。画像５００’は、５つのスライスセグメント、すなわち１つの独立なスライス
セグメント５２０－１（ハッチング線で示す）および４つの従属するスライスセグメント
５２０－２～５２０－５を含む単一のスライス（符号なし）を含む。
【００７０】
図５ｃは、垂直境界５０５”によって区切られた２つの垂直タイルを含む画像（５００”
）を示す。左のタイルは、２つのスライス、すなわち、１つの独立なスライスセグメント
（５２０’－１）および１つの従属するスライスセグメント（５２０’－２）を含む第１
のスライスと、１つの独立なスライスセグメント（５２０’－３）および１つの従属する
スライスセグメント（５２０’－４）を含む第２のスライスと、を含む。右のタイルは、
１つの独立なスライスセグメント（５２０’－５）と、１つの従属するスライスセグメン
ト（５２０’－６）と、を含む、１つのスライスを含む。
【００７１】
ＨＥＶＣ標準規格によれば、スライスセグメントは、以下のように要約することができる
ルールに従って、タイルにリンクされる（一方または両方の条件が満足されなければなら
ない）。１つのスライスセグメントの全てのＣＴＵは、同じタイルに属する（すなわち、
１つのスライスセグメントはいくつかのタイルに属することができない）。そして、１つ
のタイルの全てのＣＴＵは、同じスライスセグメントに属する（すなわち、１つのタイル
はいくつかのスライスセグメントに分割することができるが、ただし、これらのスライス
セグメントの各々はそのタイルだけに属する）。



(14) JP 6385424 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

【００７２】
明確にするため、以下では、１つのタイルがただ１つの独立なスライスセグメントを有す
る１つのスライスを含むと考える。しかし、本発明の実施形態は、図９ｂおよび図９ｃに
示したように、他の構成によって実施することができる。
【００７３】
上述したように、タイルは関心領域に対する適切なサポートとみなすことができるが、ス
ライスセグメントは通信ネットワーク上の輸送のためにＮＡＬユニットに実際に配置され
、アクセスユニット（すなわちファイルフォーマットレベルの符号化画像またはサンプル
）を形成するように集められた実体である。
【００７４】
ＨＥＶＣ標準規格によれば、ＮＡＬユニットのタイプが以下のように定義することができ
るＮＡＬユニットヘッダーの２バイトに符号化されることを想起すべきである。
ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｈｅａｄｅｒ　（）　｛
ｆｏｒｂｉｄｄｅｎ＿ｚｅｒｏ＿ｂｉｔ
ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅ
ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ
ｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１
｝
スライスセグメントを符号化するために用いられるＮＡＬユニットは、スライス・セグメ
ント・アドレス・シンタックス要素のおかげで、スライスセグメントの最初のＣＴＵのア
ドレスを示すスライス・セグメント・ヘッダーを含む。このようなスライス・セグメント
・ヘッダーは、以下のように定義することができる。
ｓｌｉｃｅ＿ｓｅｇｍｅｎｔ＿ｈｅａｄｅｒ　（）　｛
ｆｉｒｓｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｓｅｇｍｅｎｔ＿ｉｎ＿ｐｉｃ＿ｆｌａｇ
ｉｆ（ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅ　＞＝　ＢＬＡ＿Ｗ＿ＬＰ　＆＆　ｎａｌ＿ｕｎｉｔ
＿ｔｙｐｅ　＜＝　ＲＳＶ＿ＩＲＡＰ＿ＶＣＬ２３）
ｎｏ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｏｆ＿ｐｒｉｏｒ＿ｐｉｃｓ＿ｆｌａｇ
ｓｌｉｃｅ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄ
ｉｆ（！ｆｉｒｓｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｓｅｇｍｅｎｔ＿ｉｎ＿ｐｉｃ＿ｆｌａｇ）｛ｉｆ（
ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｓｅｇｍｅｎｔｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ）
ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｓｅｇｍｅｎｔ＿ｆｌａｇ
ｓｌｉｃｅ＿ｓｅｇｍｅｎｔ＿ａｄｄｒｅｓｓ
｝
Ｉｆ（！ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ＿ｓｌｉｃｅ＿ｓｅｇｍｅｎｔ＿ｆｌａｇ）｛
［…］
タイリング情報は、ＰＰＳ（画像パラメータセット）ＮＡＬユニットで提供される。その
結果、スライスセグメントとタイルとの間の関係は、これらのパラメータから導き出すこ
とができる。
【００７５】
空間的予測はタイル境界上でリセットされる（定義によって）が、タイルが参照フレーム
の異なるタイルからの時間的予測を用いることは妨げるものはない。したがって、独立な
タイルを構築するために、予測ユニットのための運動ベクトルは、符号化の間、参照フレ
ームの同じ位置に配置されたタイルに留まるように、タイル内部に有利に拘束される。さ
らに、１つのタイルだけを復号化する場合に誤差変動がもたらされないように、ループ内
フィルタ（非ブロッキングおよびサンプル適応可能なオフセット（ＳＡＯ）フィルタ）は
、好ましくはタイル境界上で非アクティブである。ループ内フィルタのこのような制御が
ＨＥＶＣ標準規格において利用できる点に留意する必要がある。それは、ｌｏｏｐ＿ｆｉ
ｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇとして知られるフラグ
により、スライス・セグメント・ヘッダーにセットされる。このフラグをゼロに明示的に
セットすることによって、タイル境界の画素は、隣接するタイルの境界にある画素に依存
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しないようにすることができる。運動ベクトルおよびループ内フィルタに関するこれらの
２つの条件が満たされる場合には、タイルは「独立に復号化可能なタイル」または「独立
なタイル」とみなすことができる。タイル符号化従属性に関するこの情報は、ＲＯＩ情報
を信号で送るために、ＨＥＶＣビットストリームの専用ＳＥＩ（補足的な拡張情報）メッ
セージにセットすることができる。
【００７６】
ビデオビットストリームが１組の独立なタイルとして符号化されると、それは、参照デー
タを失うリスクまたは再構築誤差の伝搬のリスクを伴わずに、１つのフレームから別のフ
レームまでタイルベースの復号化を可能にする。その後、この構成は、例えば、図４に示
す関心領域（タイルＴ２およびＴ６を含む）、または図１１および図１２に示す関心領域
（タイルＴ６およびＴ８を含む）に対応することができる、元のビデオの空間的部分だけ
を再構築することを可能にする。このような構成、独立なタイル、およびタイルに基づく
従属性は、ビデオビットストリームのＳＥＩメッセージに示すことができる。これは、タ
イルに基づく復号化の信頼性が高いことを示すために、カプセル化および記述レベルにお
いて利用することができる。
【００７７】
マニフェストに記述される前に、各タイルは、標準フォーマットでカプセル化されるため
に処理されなければならない。このようなカプセル化段階については、図６を参照して説
明する。説明のために、カプセル化フォーマットは、ＩＳＯ　ＢＭＦＦ標準規格に対応す
る（あるいは、この標準規格に準拠するメディアファイルの拡張である）。これは、ＭＰ
ＥＧ／ＤＡＳＨ標準規格が構築ガイドラインを特定するフォーマットの１つである。
【００７８】
独立なタイルは、カプセル化モジュールの入力として提供され、各タイルはカプセル化の
ための独立なトラックとみなされる。符号化されたタイルごとに、作成されたＩＳＯ　Ｂ
ＭＦＦファイルにおいてタイルトラックが定義される。それから、各タイルトラックは、
全体の（またはフルフレーム）ビデオの空間的部分を表す。オーディオトラックまたはテ
キストトラックなどの付加的なトラックを用いることができて、同じファイルにカプセル
化することができる。
【００７９】
複合トラックは、ＩＳＯ　ＢＭＦＦファイルにおいて生成され定義される。それは、タイ
ルの任意の組み合わせを扱うために用いられる。
【００８０】
タイルトラックおよび複合トラックの構成によれば、タイルデータは、タイルトラックの
任意の組み合わせがタイルトラックを参照する複合トラックから容易に構築され得るよう
に、独立でアドレス可能なトラックに分割される。
【００８１】
タイルトラックごとに、タイル位置、タイルサイズ、およびバンド幅などの情報のタイル
項目は、トラックヘッダー、例えば「ｍｏｏｖ」ボックスとして知られたトラック・ヘッ
ダー・ボックスに記憶される。ストリーミングのために、情報のこれらの項目は、ＤＡＳ
Ｈ標準規格で定義された初期設定セグメントに記憶することができる。
【００８２】
初期設定セグメントに加えて、カプセル化処理は、小さい期間に対応するセグメントファ
イル（ＭＰＤが生成される時に、ＵＲＬによりアクセスすることができるメディアセグメ
ント）を生成する。セグメントは、通常、ムービーフラグメント（例え「ｍｏｏｆ」およ
び「ｍｄａｔ」として知られたボックス）に対応する。１つのｍｐ４セグメントファイル
は、ビデオの各時空的部分がアドレス可能になるように、ムービーフラグメントごとに、
およびタイルトラックごとに生成される。
【００８３】
複合トラックは、同じ時間分割に従い、一時的にアドレスすることもできる。それは、エ
クストラクタ、通常はｍｐ４エクストラクタから主に構成され、各エクストラクタは１つ
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のタイルトラックを参照する。それは、パース時に、データの欠如をサポートする特定の
エクストラクタも含む。もちろん、ムービーフラグメントおよび対応するｍｐ４セグメン
トの数ならびにそれらの粒度は、限定されない。選択は、アプリケーションの機能として
行われる。
【００８４】
カプセル化処理は、メディアプレゼンテーションに含まれるビデオをマニフェストに記述
するマニフェスト生成器によって用いられる。
【００８５】
図６は、所与の時間的期間の連続するビデオフレームの空間部分を表現する有効な復号可
能な時分割メディアデータ・ビットストリームを構築するために、ダウンロードされたメ
ディアデータセグメントを連結する例を示す図である。同じ図は、他の時間的期間につい
て繰り返すことができる。
【００８６】
上述したように、タイル化時分割メディアデータ・ビットストリームは、好ましくは、１
つの初期設定セグメントファイルおよび複数のメディアセグメントファイルを含む一組の
データとして送信され、後者はいくつかのタイルトラックおよび１つの複合トラックを含
む。
【００８７】
初期設定セグメントファイルは、各トラック上の一般情報、特にトラックのタイプ（例え
ばメディアトラック（音声もしくはビデオ）またはタイルトラック）、符号化フォーマッ
ト、フレーム解像度、およびトラック（トラック参照ボックス「ｔｒｅｆ」において与え
られる）間の従属性を提供するムービーボックス６００（「ｍｏｏｖ」）を含む。これら
のデータは、ダウンロードされたメディアセグメントファイルを処理するために用いられ
る。初期設定セグメントファイルのムービーボックスのコンテンツは、特に、以下を含む
ことができる。
【００８８】
ＭＯＯＶ
－トラック１：タイルａ
－トラック２：タイルｂ
－トラック３：タイルｃ
－トラック４：タイルｄ
－トラック５：タイルｅ
－トラック６：複合トラック
図６は、必要なメディアセグメントファイル（ここではタイルａおよびタイルｃに対応す
る）だけをサーバーからダウンロードする場合に、メディアセグメントを連結することに
よって得られるファイルフォーマットを概略的に示す。このような機構は、特に、各タイ
ルが全体のベースレイヤに従属する（図１１ａを参照して説明したように）スケーラブル
なビデオストリームの場合には、必要とするメディアセグメントファイルだけのダウンロ
ードを可能にするだけではなく、重複するデータのダウンロードを防止することもできる
点に留意すべきである。
【００８９】
図示するように、複合トラック６０５は、タイルトラック６１５および６２０からのデー
タを参照することによって、および、欠損データを参照するエクストラクタ（例えば、タ
イルｂと関係するタイルトラックからのデータを参照するエクストラクタ）を適切に扱う
ことによって、有効な復号化可能な時分割メディアデータ・ビットストリーム６１０を構
築することを可能にする。
【００９０】
取得されたファイルフォーマットは、スケーラブルなファイルフォーマット定義に準拠す
る。例えば、クライアントデバイスは、この領域を選択することにより、タイルａおよび
タイルｃに対応する関心領域を再生することを決定することができる。またクライアント
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デバイスは、それが複合トラックを再生し続ける間に、後の時間的期間において異なる「
タイルトラック」（すなわちメディアセグメントファイル）をダウンロードすることによ
って、表示されるタイルを変更することもできる。
【００９１】
有効な時分割メディアデータ・ビットストリーム６１０は、クライアントデバイスによっ
て受信された連結されたメディアセグメントから、より正確には、複合トラックがクライ
アントデバイスによって再生される場合に選択されたタイルから、生成される。
【００９２】
複合トラック６００を含む、以前要求されたメディアセグメントファイルを受信した後に
、複合トラック６００は、メディアデータボックス「ｍｄａｔ」から、第１のデータの項
目（または、受け取ったメディアセグメントの少なくとも１つのデータの項目が処理され
ている場合には、データの次の項目、通常はＮＡＬユニット）を抽出するために、パース
される。
【００９３】
次に、抽出されたデータの項目（例えば、抽出されたＮＡＬユニット）がエクストラクタ
（ＥＸＴ）に対応するか否かを決定するために、テストが実行される。抽出されたデータ
の項目がエクストラクタに対応しない場合には、それはビデオデコーダによってさらに復
号化されるように戻される。逆に、抽出されたデータの項目がエクストラクタである場合
には、それを参照しているデータの項目と置き換えなければならない。そのために、エク
ストラクタのパラメータの値は、その構造から取得される（エクストラクタは、別のトラ
ックからデータを抽出するために必要な全てのパラメータ値（例えば、トラック参照イン
デックス、サンプルオフセット、データオフセット、およびデータ長として知られるパラ
メータ）を含む）。
【００９４】
一旦参照されたトラックの識別子が識別されると、参照されたトラックがバッファされた
一組のメディアセグメントファイルで利用可能か否かを決定するために、テストが実行さ
れる。クライアントデバイスが選択された関心領域に対応するメディアセグメントファイ
ルだけをダウンロードするので、いくつかのタイルトラックは失われていることを想起す
べきである。
【００９５】
参照されたトラックがバッファされた一組のメディアセグメントファイルで利用可能な場
合には、エクストラクタはそれが参照しているデータと置き換えられ、ビットストリーム
は復号化するためにビデオデコーダに送られる。
【００９６】
参照されたトラックがバッファされた一組のメディアセグメントファイルで利用できない
場合には、エクストラクタで参照されるデータの欠如はＩＳＯ　ＢＭＦＦ標準規格により
致命的エラーとなるので、特定のステップを実行する必要がある。参照されたトラックが
タイルトラックであるか否か（参照されたトラックは従属するスケーラビリティ層に対応
することができる）、およびエクストラクタがタイルタイプであるか否かを決定するため
に、テストが実行される。
【００９７】
参照されたトラックがタイルトラックでない場合、または、エクストラクタがタイルタイ
プでない場合には、標準致命的エラーが検出される。逆に、参照されたトラックがタイル
トラックである場合で、かつ、エクストラクタがタイルタイプである場合には、エクスト
ラクタは除去されるか、あるいは、エクストラクタは、時分割メディアデータ・ビットス
トリームを符号化するために用いる符号化フォーマットに応じて、失われたタイルの「ス
キップされた」データを含む代わりの「パディングトラック」または「パディングボック
ス」からのパディングと置き換えられる。ここで、「スキップされた」データは、同じス
ケーラブルな層に属するか、または別のスケーラブルな層に属する、前に復号化された画
像から取得された他の画素データと置き換えられた、現行の画像から失われた画素データ
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を表す。スキップされたデータは、一般に少なくとも１つのフラグによって表される。例
えば、ＨＥＶＣビデオ圧縮フォーマットを考慮すると、パディングデータは１にセットさ
れたスキップフラグによって符号化された符号化ユニットを排他的に含む１つまたは複数
のＮＡＬＵであってもよい。
【００９８】
次に、ビットストリームは、復号化するためにビデオデコーダに送られて表示され、そし
て、続くデータの項目を扱うために、処理はループする。
【００９９】
上述したように、現行のマニフェスト、特にＭＰＤは、一組の任意の切換可能なコンポー
ネントとして、ビデオストリームを記述することができない。さらに、データをストリー
ミングするために用いるカプセル化方式によれば、表示することができる唯一のビデオト
ラックは、複合トラック（すなわちエクストラクタの解像度）のｍｐ４パーシングから得
られるものである。タイルトラックは、単独で表示可能であるようには意図されていない
。したがって、マニフェストは、アドレス可能なビデオリプリゼンテーションとして複合
トラックを記述することを意図している。しかし、複合トラックは、それがタイルトラッ
クを指し示すエクストラクタで構築されるので、いかなるデータ（いくつかのタイルトラ
ックに共通するヘッダー情報を除く）も含まない。これは、タイルトラックもマニフェス
トに記述されなければならないこと、そして、クライアントデバイスによるタイル選択に
応じて、これらのタイルのいくつかもダウンロードされなければならないことを意味して
いる。
【０１００】
ＤＡＳＨ／ＭＰＤ標準規格で定義したように、メディアプレゼンテーションのタイルトラ
ックなどの任意コンポーネント（例えばユーザーにより選択することができるコンポーネ
ント）を記述する可能な方法は、ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎとして知られた構
造の使用に基づく。この構造は、リプリゼンテーションに埋め込まれた１つまたはいくつ
かのコンポーネントの特性を記述する。
【０１０１】
付録に与えられているコード３の抽出は、ビデオのコンポーネントとしてタイルトラック
を記述するＤＡＳＨマニフェストの一例を示す。説明のために、１つの期間だけを表現し
ているが（タグ　＜Ｐｅｒｉｏｄ＞　…　＜／Ｐｅｒｉｏｄ＞）、続くコンポーネントも
同様である。示しているように、第１のアダプテーションセット（＜Ａｄａｐｔａｔｉｏ
ｎＳｅｔ　ｉｄ＝’１’…＞）は、ＳＶＣまたはＨＥＶＣのスケーラブルな標準規格に従
って符号化することができる記述されたスケーラブルなビデオのベースレイヤトラックか
ら構成される特定のコンポーネントを記述するために用いられる。ベースレイヤは、識別
子「Ｒ１」（＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝’Ｒ１’…＞）を有する単一の表
現として記述される。第２のアダプテーションセット（＜ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔｉ
ｄ＝’２’…＞）は、スケーラブルなビデオの最も高い解像度層を記述するために用いら
れる。
【０１０２】
ベースレイヤへのいかなる従属性もなしに（すなわち、いかなる従属性識別子属性もなし
に）、非スケーラブルなビデオのマニフェストが第２の表されたものに類似する単一のア
ダプテーションセットを含む点に留意する必要がある。
【０１０３】
第２のアダプテーションセットでは、別の単一のリプリゼンテーションが記述され（＜Ｒ
ｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝’Ｒ２’…＞）、これは、表示可能なビデオに対応
するものである。それは、クライアント要求のための対応するＵＲＬを有するセグメント
のリスト（＜ｓｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　…　＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞）として記
述される。パラメータｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄにより示されるように、表現‘Ｒ２’は
、表現‘Ｒ１’（ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ＝‘Ｒ１’）、すなわち第１のアダプテーシ
ョンセットからのベースレイヤ表現に従属する。
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【０１０４】
このような従属性は、対応する現行のエンハンスメントレイヤセグメントを取得する前に
、最初に現行のベースレイヤセグメントを要求することを、クライアントデバイスに強制
する。この方法で参照されるトラックがクライアントによって自動的にロードされるので
、これはタイルトラックに関する従属性を表すために用いることができない。本発明の実
施形態の目的は、メディアプレゼンテーションの間のいかなる時にも関心のあるタイル（
すなわち関心領域）をユーザーに選択させることであるから、これは回避すべきことであ
る。
【０１０５】
コンポーネント間の、特に複合トラックとタイルトラックとの間の従属性を信号で送るこ
とは、ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎタイプの要素によって行われ、表示可能なビ
デオは、下位リプリゼンテーションのリスト（＜ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ…
＞）として表現される。各下位リプリゼンテーションは、カプセル化されたファイル（例
えば、カプセル化されたｍｐ４ファイル）のトラックを表す。したがって、１つの下位リ
プリゼンテーションは、各タイル（付録のコード３の抽出に示す例における４つのタイル
Ｔａ～Ｔｄ）および複合トラック（付録のコード３の抽出に示す例におけるＣＴ）に関係
する。
【０１０６】
各下位リプリゼンテーションは、それがタイルトラック（＜Ｒｏｌｅ　ｓｃｈｅｍｅＩｄ
Ｕｒｉ＝’ｔｉｌｉｎｇ’＞）に対応するか、あるいは、複合トラック（＜Ｒｏｌｅ　ｓ
ｃｈｅｍｅＩｄＵｒｉ＝’ｒｏｌｅ’＞）に対応するか、を示すために、コンテンツコン
ポーネント要素（＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　…＞）によって記述される。こ
れは、タイリング記述の特定の方式を有するＤＡＳＨ／ＭＰＤ標準規格において利用可能
なＲｏｌｅ（役割）記述子タイプを用いて表される。この役割はまた、フルフレームビデ
オにおけるタイルの位置（＜Ｒｏｌｅ　…　ｖａｌｕｅ＝’ｘ，ｙ’＞）を示す。説明の
ために、識別子「Ｔａ」を有するタイル・コンテンツ・コンポーネントは、ビデオの左上
（第１行および第１列に対する１：１）にあるタイルを記述する。
【０１０７】
タイルの寸法（幅および高さ）は、ＭＰＤにより許容される下位リプリゼンテーションの
属性として指定される。バンド幅値は、例えば、図１２を参照して説明したようにＳＮＲ
スケーラビリティが利用できる場合には、バンド幅基準に従って代わりのタイルバージョ
ンを選択する際にＤＡＳＨクライアントデバイスを助ける下位リプリゼンテーション属性
として示すこともできる点に留意する必要がある。
【０１０８】
複合トラックは、それらのダウンロードが必須である（ダウンロード終了時に復号可能な
ビデオストリームを構築できるようにするために）ことを示すように、特定の方法で信号
で送られる。このような特徴を示すために、関連したコンテンツコンポーネントの記述子
は、それが全てのコンポーネントのうちの主要なコンポーネントであることを示す（＜Ｒ
ｏｌｅ　…　ｖａｌｕｅ＝’ｍａｉｎ’／＞）。さらに、関係するデータがクライアント
デバイスによって要求されなければならないことを示すために、対応する下位リプリゼン
テーションにおいて、新規な属性「ｒｅｑｕｉｒｅｄ」が追加される（＜ＳｕｂＲｅｐｒ
ｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　…　ｃｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ＝’ＣＴ’　ｒｅｑｕｉ
ｒｅｄ＞）。
【０１０９】
複合トラックに対する、または、１つもしくは複数のタイルトラックに対する全ての要求
は、セグメントリスト（＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞）に提供されたＵＲＬから時間間隔
ごとに１つ計算される。図示する例（＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝≪　ＵＲＬ
＿Ｘ　ｉｎｄｅｘ＿ｒａｎｇｅ＝≪　０－４３　≫　≫／＞）によれば、ＵＲＬ　ＵＲＬ
＿Ｘは、クライアントデバイスがそれに基づいてＨＴＴＰ　ＧＥＴタイプの要求を生成す
ることができる完全なＵＲＬを定義するために、ＭＰＤの始めに定義したように、ベース



(20) JP 6385424 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

ＵＲＬ　ＢａｓｅＵＲＬと結合される。しかし、こうすることによって、クライアントデ
バイスは、複合トラックのためのデータならびに全てのタイルトラックのための全てのデ
ータを取得する。したがって、用いられる通信ネットワーク上の伝送を最適化するために
、第１の要求は、ＵＲＬのｉｎｄｅｘ＿ｒａｎｇｅ属性（例えば　ｉｎｄｅｘ＿ｒａｎｇ
ｅ＝≪　０－４３　≫）を用いて、セグメントインデックス情報（ｓｉｄｘおよびｓｓｉ
ｘと呼ばれ、図７を参照して説明する）を対象とする。次に、取得されたセグメントイン
デックス情報は、コンポーネントの各々のバイト範囲を決定するために、および、選択さ
れたトラック（必要とされる複合トラックを含む）があるのと同程度に、適切なバイト範
囲を有するＨＴＴＰ　ＧＥＴタイプの多くの要求を実行するために、パースされる。
【０１１０】
図７は、タイルトラックを信号で送るための下位リプリゼンテーションを用いるのに好適
であるｍｐ４構成の一例を示す図である。
【０１１１】
図示するように、カプセル化されたデータ７００のストリームは、初期化データを格納す
るために、「ｓｉｄｘ」および「ｓｓｉｘ」ボックスと同様に、「ｆｔｙｐ」、「ｍｏｏ
ｖ」および「ｍｖｅｘ」として知られるボックスを含む。
【０１１２】
「ｍｏｏｖ」ボックスは、特に、トラックの定義を含む。
【０１１３】
タイルデータは、シーケンシャルに次々にセグメントに構成され、各セグメントは、考慮
されたセグメントの各タイルのデータを含む。データは、メタデータに特有の初期化デー
タを含む「ｍｏｏｆ」ボックスの後にある「ｍｄａｔ」ボックスに格納される。
【０１１４】
符号７０５および７１０で示すように、「ｓｉｄｘ」ボックスに格納された情報の項目は
、各セグメント（全てのタイルについて）の始まりおよび長さをバイト単位で定義し、「
ｓｓｉｘ」ボックスに格納された情報の項目は、各タイルセグメントの長さをそれぞれ定
義する。アンカー点（７１５）は、「ｓｓｉｘ」ボックスの始まりとして定義される。し
たがって、セグメントデータ（「ｍｏｏｆ」および「ｍｄａｔ」ボックス）は、アンカー
点に「ｓｓｉｘ」ボックスの長さが追加されて定義されるアドレスから始まる。
【０１１５】
この実施形態によれば、マニフェストの既存の要素が再利用される。したがって、それは
、マニフェストにおいて最小の修正を必要とする。しかし、それは、クライアントデバイ
スに対して、タイルデータをアドレスするために用いるバイト範囲を決定することを可能
にするために、特定のｍｐ４セグメントインデックス（例えば「ｍｖｅｘ」ボックスの「
ｌｅｖａ」パラメータ、ならびにｓｉｄｘおよびｓｓｉｘボックスのパラメータ）をパー
スすることが可能であることを要求する。さらに、それは、セグメントインデックス要求
の遅延、およびビデオデータを要求する位置にある前にパーシングを引き起こす。
【０１１６】
メディアリプリゼンテーションの任意コンポーネントを記述するための別の実施形態によ
れば、コンポーネントは、それがあるままに、すなわち、フルフレームビデオの実際の空
間的部分または空間的下位リプリゼンテーションとして、明示的に記述される。
【０１１７】
ＤＡＳＨ標準規格に基づく、およびこの実施形態によるマニフェストの一例は、付録（コ
ード４の抽出）に示されている。説明のために、１つの期間だけを表現しているが（タグ
　＜Ｐｅｒｉｏｄ＞　…　＜／Ｐｅｒｉｏｄ＞）、続くコンポーネントも同様である。　
【０１１８】
所与の例によれば、マニフェストは、所与の期間に２つのリプリゼンテーションを含み、
一方は、スケーラブルなビデオのベースレイヤからなる特定のコンポーネントであり、他
方は、同じスケーラブルなビデオ（エンハンスメントレイヤの空間的部分を表すコンポー
ネント）のエンハンスメントレイヤである。この第２のリプリゼンテーションは、スケー
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ラブルな符号化（ＳＶＣ、スケーラブルなＨＥＶＣ、または任意の階層化した符号化）に
より、第１のリプリゼンテーションに従属する。示されているように、このような従属性
はｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ属性（＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　…　ｉｄ＝”ＥＬ
１”　ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ　＝　”ＢＬ１”　…　＞）によって表現される。
【０１１９】
従属性に関しては、第２のリプリゼンテーションは、特定の信号送信を必要とするその空
間的部分にも従属する。その目的のために、新規な要素は、リプリゼンテーションの「ｃ
ｈｉｌｄ」を特徴づけるために定義される。このような新規な要素は、空間的下位リプリ
ゼンテーション（＜ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　…　ｄｅｐｅ
ｎｄｅｎｃｙＩｄ＝”　”　…＞）と呼ばれる。タイルトラックごとに、１つの空間的下
位リプリゼンテーションが用いられる。したがって、記載した例では２つのタイルが考慮
されているので、２つの空間的下位リプリゼンテーションが用いられる。
【０１２０】
付録に与えられているコード６の抽出は、この新規な要素（＜ｘｓ：ｅｌｅｍｅｎｔ　ｎ
ａｍｅ＝”ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ”　ｔｙｐｅ＝”ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅ
ｎｔａｔｉｏｎＴｙｐｅ”　ｍｉｎＯｃｃｕｒｓ＝”０”　ｍａｘＯｃｃｕｒｓ＝”ｕｎ
ｂｏｕｎｄｅｄ”／＞）をサポートするための、ＭＰＤ　ＸＭＬスキーマの修正を示し、
コード７の抽出は、ＭＰＤ要素のこの新規なタイプのＸＭＬスキーマ（＜ｘｓ：ｃｏｍｐ
ｌｅｘＴｙｐｅ　ｎａｍｅ＝”ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎＴｙ
ｐｅ”＞）を提供する。
【０１２１】
具体的には、それは、空間的下位リプリゼンテーションによって表される空間的領域の位
置を記述するために、２つの必須の属性（＜ｘｓ：ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｐ
ｏｓｘ”　ｔｙｐｅ＝”ｘｓ：ｕｎｓｉｇｎｅｄＩｎｔ”　ｕｓｅ＝”ｒｅｑｕｉｒｅｄ
”／＞および＜ｘｓ：ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｐｏｓｙ”　ｔｙｐｅ＝”ｘｓ
：ｕｎｓｉｇｎｅｄＩｎｔ”　ｕｓｅ＝”ｒｅｑｕｉｒｅｄ”／＞）を含む。マニフェス
トがＸＭＬ標準規格に基づいているので、ＸＭＬスキーマ記述が用いられているが、任意
の構造記述言語を用いることができる点に留意する必要がある。
【０１２２】
上述した実施形態と比較して、この実施形態は、各空間的下位リプリゼンテーション内の
セグメントリスト（＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　…＞）を通して、タイルごとの直接的な
アドレッシングを可能にする。
【０１２３】
これは、特に、クライアントデバイスがｍｐ４ボックスをパースするために構成されるこ
とを回避する。
【０１２４】
第２のリプリゼンテーション（＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝”
ｖｉｄｅｏ／ｈｅｖｃ”　ｃｏｄｅｃｓ＝”ｈｖｃ１．４Ｄ４０１Ｅ”　ｉｄ＝”ＥＬ１
”　ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ　＝　”ＢＬ１”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”１０２４００
０”　ｗｉｄｔｈ＝”１９２０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”１０８０”＞）のための、付録のコ
ード４の抽出に与えられている例の最後のセグメントリスト（＜＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓ
ｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－
ＥＬ１－１．ｍｐ４”／＞　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－
２．ｍｐ４”／＞　＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞）は、複合トラックのデータをストリ
ーミングするためのＵＲＬに対応する。
【０１２５】
ビデオタイプのリプリゼンテーションの空間的下位リプリゼンテーションをパースする場
合には、クライアントデバイスは、それをこのリプリゼンテーションの任意コンポーネン
トとみなさければならない。
【０１２６】
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逆に、リプリゼンテーションの下で直接提供されるセグメントリスト（またはセグメント
テンプレート、または時間的セグメントをアドレスするための任意の手段）は、クライア
ント側で表示可能なビデオを取得するために、ダウンロードされる。リプリゼンテーショ
ンに関係するバンド幅は、全てのタイルをダウンロードするために要求されるバンド幅を
示す。空間的選択に基づくバンド幅の適合について、各空間的下位リプリゼンテーション
のバンド幅パラメータを考慮することができる。
【０１２７】
空間的下位リプリゼンテーションがより下層のスケーラビリティ層を参照するために従来
の従属性機構（ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ）を用いることができるので、図１１ｂを参照
して説明するように、この実施形態がタイルベースのスケーラビリティをサポートすると
いう点に留意する必要がある。これは、特に、各層で（そして、図１１に示す所与の例の
ように最も高い解像度レベルだけでなく）タイリングが利用できるスケーラブルなビデオ
ストリームを扱うのに有用であり得る。それはまた、容易に理解できるという利点を有し
、全てのタイル情報は、マニフェストのパージングの後に（様々な属性を通して）直接利
用できる。この情報は、タイリング構成、特に層間タイル従属性を記述するＨＥＶＣに含
まれるＳＥＩメッセージを読み出すことにより、サーバー２００によってマニフェストに
入れることができる。
【０１２８】
さらに、より精緻な適合可能性をクライアントデバイスに提供するために、この記述を用
いて、タイルごとに、タイルサイズに関して、またはバンド幅に関して、代わりの空間的
下位リプリゼンテーションを記述することができる。これは、図１２に示すような構成に
役立つことができる。実際、ＳＮＲスケーラビリティの場合には、ユーザーは異なる品質
でビデオに対する空間的アクセスを有し、同じ空間的領域を保持しつつ、１つの品質レベ
ルから別の品質レベルへ動的に切り換えることを決定することができる。
【０１２９】
これは、付録に与えられているコード５の抽出に示してあり、１つのＡｄａｐｔａｔｉｏ
ｎＳｅｔだけが２つのリプリゼンテーションで記述されている。１つはベースレイヤにつ
いて、１つはＳＮＲエンハンスメントレイヤについてである。各層は、一組の空間的下位
表現を有する。タイル間従属性は、エンハンスメントレイヤからベースレイヤへのグロー
バルな従属性を除去して、タイルに基づく従属性を特定するより精緻な方法で表現するこ
とができる点に留意する必要がある。したがって、ユーザーが一組のタイルを選択する場
合には、ベースレイヤの対応するタイルだけがストリーミングされ、バンド幅リソースを
節約する。さらに、このような記述は、それぞれのバンド幅を考慮して、異なる品質でタ
イルを結合することによって、より精緻な適合を提供する。これらのＳＮＲタイル（図１
２に示すように）は、タイル位置ごとに、品質および関連するバンド幅に関する交互の空
間的下位表現（図示する例では示していない）を含む１つの表現だけで、記述することが
できる。最後に、このような記述は、それがセグメントおよび表現に基づいたままである
ので、ＤＡＳＨの動的な適合を壊さない。
【０１３０】
別の実施形態によれば、任意コンポーネントの記述は、付録のコード８の抽出に示すよう
に、記述子を参照してセグメントレベルでなされる。
【０１３１】
説明のために、２つの層を有するスケーラブルなビデオが考慮されている。各層は、それ
自体のアダプテーションセットに記述され、ベースレイヤについては（＜Ａｄａｐｔａｔ
ｉｏｎＳｅｔ　ｉｄ＝‘１’　…＞）であり、エンハンスメントレイヤについては（＜Ａ
ｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ　ｉｄ＝‘１’　…＞）であり、後者は空間的タイルを有する
ビデオストリームに対応する。唯一の表現がこのアダプテーションセットにおいて提供さ
れ、それは複合トラックからなる特定のコンポーネントに対応する。しかし、上述したよ
うに、少なくとも１つのタイルトラック（任意コンポーネント）が、表示可能なビデオの
生成を可能にするためにダウンロードされなければならない。
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【０１３２】
示されているように、タイルトラックのアドレス（例えばＵＲＬ）は、複合トラックの主
要ＵＲＬと同じレベルでＵＲＬのリスト（＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　＜Ｓｅｇｍｅｎ
ｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝≪　ＵＲＬ＿ＣＴ　≫　　ｒｅｌａｔｅｄ＝≪　ＵＲＬ＿ＴａＵ
ＲＬ＿Ｔｂ　　ＵＲＬ＿Ｔｃ　　ＵＲＬ＿Ｔｄ≫　ｔｙｐｅ＝≪　Ｔａ　Ｔｂ　Ｔｃ　Ｔ
ｄ≫／＞　＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞）に与えられている。記述パラメータは複合ト
ラックのＵＲＬと関係しているが、これは任意のＵＲＬのリストについては当てはまらな
い。これらの任意のＵＲＬを記述するために、各ＵＲＬに関する情報を提供する記述子（
ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘Ｔａ’　…＞，＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐ
ｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘Ｔｂ’　…＞，　＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘
Ｔｃ’　…＞，　および　＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘Ｔｄ’…＞）
に対する参照のリストがそのリストの後に続く。コード８の抽出に示す例では、記述子は
、コンテンツコンポーネント要素に置かれた役割タイプの要素である。タイルトラックご
とに、１つのコンテンツコンポーネントがある。役割タイプの要素は、各タイルの情報を
提供するために用いられ、上述したものに類似する。タイル位置に加えて、それらは、タ
イルサイズおよびバンド幅情報を含むこともできる。
【０１３３】
付録のコード９の抽出は、ＵＲＬセグメントと同じレベルで置かれる任意の属性（＜ｘｓ
：ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｒｅｌａｔｅｄ”　ｔｙｐｅ＝”ＵＲＬＶｅｃｔｏ
ｒＴｙｐｅ”／＞，　＜ｘｓ：ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｒｅｌａｔｅｄＲａｎ
ｇｅ”　ｔｙｐｅ＝”ＳｔｒｉｎｇＶｅｃｔｏｒＴｙｐｅ”／＞，　および　＜ｘｓ：ａ
ｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｔｙｐｅ”　ｔｙｐｅ＝”ＳｔｒｉｎｇＶｅｃｔｏｒＴ
ｙｐｅ”／＞）を有するセグメントＵＲＬ要素（ＸＭＬスキーマにおいて）の拡張の一例
を示す。その目的のために、パラメータの新規なタイプは、ＵＲＬのリスト（＜ｘｓ：ｓ
ｉｍｐｌｅＴｙｐｅ　ｎａｍｅ＝”ＵＲＬＶｅｃｔｏｒＴｙｐｅ”＞　＜ｘｓ：ｌｉｓｔ
　ｉｔｅｍＴｙｐｅ＝”ｘｓ：ａｎｙＵＲＩ”／＞　＜／ｘｓ：ｓｉｍｐｌｅＴｙｐｅ＞
）を記述するために定義される。
【０１３４】
図８は、前述の実施形態によるタイル記述を含むマニフェストを処理するためのクライア
ントデバイスで実行される処理ステップを示すフローチャートである。
【０１３５】
最初の図示するステップ８００～８２０は、タイリング情報が存在しない場合に、主とし
てマニフェスト（ＭＰＤ）をロードしてパースすることから成るＤＡＳＨ標準規格による
標準ステップである。
【０１３６】
例えばタイリングｓｃｈｅｍｅＩｄＵｒｉパラメータ値を含む役割要素の存在を検出する
ことによって、あるいは、マニフェストの空間的下位リプリゼンテーション要素の存在を
検出することによって、ステップ８１５でタイリングが検出される場合には、タイリング
記述子または空間的下位リプリゼンテーションのいずれかをパースすることによって、符
号８３０で示すものと類似のタイルインデックステーブルが構築される（ステップ８２５
）。タイリング構成は、例えば、表示が開始されているビデオの上に重ね合わせられるグ
リッドとして、ユーザーに対して表示することができる（ステップ８３５）。
【０１３７】
次に、ストリーミング処理中のいかなる時にも、ユーザーは、集中したい一組の１つまた
はいくつかのタイルを選択することができる（ステップ８４０）。対応するＵＲＬ（イン
デックステーブル８３０の第３列に格納される）によっていくつかの要求が実行されなけ
ればならないということをアルゴリズムを実行するクライアントデバイスが知るように、
タイルインデックステーブルにおいて、選択されたタイルはアクティブであるとマークさ
れる（ステップ８４５）。
【０１３８】
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それから、プレゼンテーション（ステップ８５０）の各時間的セグメントで、すなわち各
期間で、反復プロセスが開始され、その間に、各アクティブタイルの位置が、関連するＵ
ＲＬと共にタイルインデックステーブルから読み出される（ステップ８５５および８６０
）。取得されたＵＲＬは、アクティブなタイルトラックを受信するために、要求している
ストリーミングサーバーに提出される（ステップ８６５）。同様に、現行の時間的セグメ
ントの複合トラックのＵＲＬは、ストリーミングサーバーに提出される（ステップ８７０
）。全てのアクティブなタイルトラックおよび複合トラックが受信される場合には、デコ
ードして（ステップ８９０）表示する（ステップ８９５）ことができる標準の復号化可能
なビットストリームを構築するために、クライアントデバイスは、複合トラック（再構成
されたｍｐ４複合トラック）をパースし、タイルトラックからのデータにアクセスする位
置にある（ステップ８８５）。
【０１３９】
全てのセグメントデータが受信されない場合には、クライアントデバイスは、タイルトラ
ックおよび複合トラックを待つ（ステップ８７５および８８０）。これによって、データ
がまだ受信されていない選択されたタイルのエクストラクタ解像度を失わないことを確実
にする。
【０１４０】
図９に示すように、このような処理は、（特に図８に関して説明したタイル記述子ではな
く）任意の記述子について一般化することができる。示しているように、図８に示すアル
ゴリズムの１つの違いはインデックスにあるが、処理ステップはその図に関して説明した
ものと同様である。
【０１４１】
図９は、前述の実施形態による従属性記述を含むマニフェストを処理するためのクライア
ントデバイスで実行される処理ステップを示すフローチャートである。
【０１４２】
したがって、最初の図示するステップ９００～９１０は、従属性情報が存在しない場合に
、主としてマニフェスト（ＭＰＤ）をロードしてパースすることから成るＤＡＳＨ標準規
格による標準ステップである。
【０１４３】
例えば従属性ｓｃｈｅｍｅＩｄＵｒｉパラメータ値を含む役割要素の存在を検出すること
によって、あるいは、マニフェストの空間的下位リプリゼンテーション要素の存在を検出
することによって、ステップ９０８で従属性が検出される場合には、記述子または空間的
下位リプリゼンテーションのいずれかをパースすることによって、符号９１４で示すもの
と類似のインデックステーブルが構築される（ステップ９１２）。従属性構成は、ユーザ
ーが表示される１つまたはいくつかの従属性を選ぶことができるように、ユーザーに対し
て有利に表示される（ステップ９１６）。
【０１４４】
次に、ストリーミング処理中のいかなる時にも、ユーザーは、復号化処理によって用いる
ことを望む一組の１つまたはいくつかの従属性を選択することができる（ステップ９１８
）。対応するＵＲＬ（インデックステーブル９１４の第３列に格納される）によっていく
つかの要求が実行されなければならないということをアルゴリズムを実行するクライアン
トデバイスがわかるように、インデックステーブルにおいて、選択された従属性はアクテ
ィブであるとマークされる（ステップ９２０）。
【０１４５】
それから、プレゼンテーション（ステップ９２２）の各時間的セグメントで、すなわち各
期間で、反復プロセスが開始され、その間に、復号化処理によって用いられるアクティブ
な従属性のリストが、関連するＵＲＬと共にインデックステーブルから読み出される（ス
テップ９２４および９２６）。取得されたＵＲＬは、アクティブな従属性を受信するため
に、要求しているストリーミングサーバーに提出される（ステップ９２８）。同様に、現
行の時間的セグメントの主要トラックのＵＲＬは、ストリーミングサーバーに提出される
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（ステップ９３０）。全てのアクティブな従属性および主要トラックが受信されている場
合には、デコードして（ステップ９３８）表示する（ステップ９４０）ことができる標準
の復号化可能なビットストリームを構築するために、クライアントデバイスは、主要トラ
ックをパースし、従属性トラックからのデータにアクセスする位置にある（ステップ９３
６）。
【０１４６】
データが全てのセグメントから受信されていない場合には、クライアントデバイスは従属
性トラックおよび主要トラックを待つ（ステップ９３２および９３４）。これによって、
データがまだ受信されていない選択された従属性のエクストラクタ解像度を失わないこと
を確実にする。
【０１４７】
このような手法は、シンタックスの拡張を制限する（新規な要素が導入されない）という
利点を有する。さらに、それはセグメントレベルで信号を送る任意のコンテンツのための
一般的な方式を提供し、そのようにして、動的な適合のためのセグメントベースの手法お
よび切り換えを維持する。
【０１４８】
この実施形態の変形例は、現行のアダプテーションセット内のコンテンツコンポーネント
の代わりに、別のアダプテーションセットの記述子に関するものである。これは、これら
の表示可能なタイルトラックを参照して複合トラックを介して任意のタイルの組み合わせ
を提供し続けると共に、表示可能なトラックとしてカプセル化されるタイルトラックの場
合に関連する。
【０１４９】
図１０は、本発明の記載された実施形態の各々の各ステップまたはいくつかのステップを
実行するために用いることができるコンピューティング装置１０００の模式的なブロック
図である。コンピューティング装置１０００は、マイクロコンピュータ、ワークステーシ
ョン、または軽量の携帯型装置などの装置であってもよい。
【０１５０】
コンピューティング装置１０００は通信バスを含み、ＣＰＵで示すマイクロプロセッサな
どの中央処理ユニット１００５および、本発明の実施形態の方法の実行可能コードを記録
する、ＲＡＭで示すランダムアクセスメモリ１０１０、ならびに、マニフェストを読み書
きするための、および／またはビデオを符号化するための、および／または所与のファイ
ルフォーマットの下でデータを読み出しもしくは生成するための方法を実施するために必
要な変数およびパラメータを格納するように適合したレジスタが、前記通信バスに接続さ
れており、それらの記憶容量は、例えば拡張ポートに結合された任意のＲＡＭによって、
拡張することができ、本発明の実施形態を実施するためのコンピュータプログラムを記憶
するためのＲＯＭで示す読出し専用メモリ１０１５が、前記通信バスに接続されている。
ネットワークインターフェース１０２０は、処理されるデジタルデータが送信または受信
される通信ネットワークに通常は接続される。ネットワークインターフェース１０２０は
、単一のネットワークインターフェースであってもよいし、あるいは一組の異なるネット
ワーク（例えば有線および無線インターフェース、または異なる種類の有線もしくは無線
インターフェース）で構成されてもよい。データは、ＣＰＵ１００５で走っているソフト
ウェアアプリケーションの管理下で、送信のためにネットワークインターフェースへ書き
込まれるか、または受信のためにネットワークインターフェースから読み出され、通信バ
スは、ユーザーからの入力を受信するための、または、ユーザーに対して情報を表示する
ためのユーザーインターフェース１０２５と、ＨＤで示すハードディスク１０３０と、ビ
デオソースまたはディスプレイなどの外部デバイスからデータを受信／外部デバイスへデ
ータを送信するためのＩ／Ｏモジュール１０３５と、に接続される。
【０１５１】
実行可能コードは、読出し専用メモリ１０１５、ハードディスク１０３０、または例えば
ディスクなどの取外し可能なデジタル媒体に記憶することができる。変形例によれば、プ
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ログラムの実行可能コードは、実行する前に、ハードディスク１０３０などの通信装置１
０００の記憶装置手段の１つに記憶するために、ネットワークインターフェース１０２０
を介して、通信ネットワークによって受信されてもよい。
【０１５２】
中央処理ユニット１００５は、本発明の実施形態による１つまたは複数のプログラムの命
令またはソフトウェアコードの一部の実行を制御し導くように適合し、その命令は上述し
た記憶手段の１つに記憶される。電源投入後、それらの命令が例えばプログラムＲＯＭ１
０１５またはハードディスク１０３０からロードされた後に、ＣＰＵ１００５はソフトウ
ェアアプリケーションに関する主ＲＡＭメモリ１０１０からの命令を実行することができ
る。このようなソフトウェアアプリケーションは、ＣＰＵ１００５によって実行されると
、前述したアルゴリズムのステップを実行する。
【０１５３】
この実施形態では、装置は、本発明を実施するためにソフトウェアを用いるプログラム可
能な装置である。しかし、代わりに、本発明の実施形態は、ハードウェア（例えば、特定
用途向け集積回路すなわちＡＳＩＣの形）で実施されてもよい。
【０１５４】
本発明の実施形態は、例えば特定の関心領域にズームするために、カメラ、スマートフォ
ン、またはＴＶのリモートコントローラとして働くタブレットなどの装置に埋め込むこと
ができる。それらは、特定の関心領域を選択することによって、テレビ番組の個人的な閲
覧を経験するために、同じ装置から用いることもできる。ユーザーによるこれらの装置の
別の使用は、ユーザーが好むビデオの選択された副部分を他の接続された装置と共有する
ことである。それらは、監視下に置かれた建物の特定の領域で起こることをモニターする
ために、スマートフォンまたはタブレットで用いることもでき、監視カメラは本発明の生
成部分をサポートする。
【０１５５】
本発明について特定の実施形態に関して上で説明したが、本発明は特定の実施形態に限定
されず、本発明の範囲内にある修正は当業者にとって明らかであろう。
【０１５６】
上述した例示的実施形態を参照すれば、当業者には多くのさらなる修正および変形が示唆
されるであろうが、それらは単に例示として与えられたものであって、それらは本発明の
範囲を限定するものではなく、その範囲は単に添付の特許請求の範囲のみによって決定さ
れる。特に、必要に応じて、異なる実施形態による異なる特徴は、相互に置き換えるする
ことができる。
【０１５７】
なお、上述の実施形態は、以下のようにとらえることもできる。すなわち、本発明の第１
の態様によれば、時間的メディアセグメントに構成されたストリーミングされた時分割メ
ディアデータを受信するための方法が提供され、時分割メディアデータは、時限サンプル
を含むパーティションで分割された時分割メディアデータに属し、各時限サンプルは、複
数のサブサンプルを含み、時分割メディアデータは、時限サンプルのうちの１つの、複数
のサブサンプルの中から選択されたサブサンプル、および他の時限サンプルの各々の１つ
の対応するサブサンプルを収容する少なくとも１つのパーティションコンポーネントと、
少なくとも１つのパーティションコンポーネントを識別する少なくとも１つのエクストラ
クタを含む少なくとも１つの参照コンポーネントと、を含む独立にカプセル化されたコン
ポーネントを含む少なくとも１つのメディアセグメントファイルとして送信され、本方法
は、パーティションで分割された時分割メディアデータの複数のバージョンを記述するマ
ニフェストを受信するステップであって、マニフェストは、リプリゼンテーションを含み
、各リプリゼンテーションは、少なくともパーティションで分割された時分割メディアデ
ータの一部のバージョンの記述を含み、少なくとも１つのリプリゼンテーションは、複数
のコンポーネントの記述を含み、複数のコンポーネントのうちの、少なくとも１つのコン
ポーネントはパーティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再
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構築するために必要とされ、かつ、少なくとも１つのコンポーネントはパーティションで
分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る任意
コンポーネントである、マニフェストを受信するステップと、パーティションで分割され
た時分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１
つの任意コンポーネントを選択するステップと、パーティションで分割された時分割メデ
ィアデータを少なくとも部分的に再構築するために必要とされる少なくとも１つのコンポ
ーネント、およびパーティションで分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を
再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネントを要求す
るステップと、要求されたコンポーネントを受信すると、受信したコンポーネントから再
生可能なメディアリプリゼンテーションビットストリームを生成するステップと、を含む
。
【０１５８】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換えて戻ることを決定することができる。
【０１５９】
一実施形態では、本方法は、パーティションで分割された時分割メディアデータの少なく
とも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネン
トと、パーティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築す
るために必要とされる少なくとも１つのコンポーネントと、の間の従属関係を確立するた
めに、マニフェストをパースし、解析するステップをさらに含む。
【０１６０】
一実施形態では、パーティションで分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を
再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネントと、パー
ティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するために必
要とされる少なくとも１つのコンポーネントと、の間の従属関係は、マニフェストの従来
型データ構造の従来型パラメータの非従来型値の関数として確立される。マニフェストの
データ構造およびデータ構造パラメータは、例えばＤＡＳＨ標準規格に準拠してもよい。
【０１６１】
一実施形態では、パーティションで分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を
再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネントを要求す
るステップは、パラメータ値を要求するステップと、特に、パラメータ値を要求するステ
ップに応答して取得されたパラメータ値の関数として、パーティションで分割された時分
割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１つの選
択された任意コンポーネントを要求するステップと、を含む。
【０１６２】
一実施形態では、パーティションで分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を
再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネントと、パー
ティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するために必
要とされる少なくとも１つのコンポーネントと、の間の従属関係は、マニフェストの従来
型データ構造の非従来型パラメータの値の関数として確立される。
【０１６３】
一実施形態では、パーティションで分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を
再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネントと、パー
ティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するために必
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要とされる少なくとも１つのコンポーネントと、の間の従属関係は、マニフェストの非従
来型データ構造のパラメータの値の関数として確立される。
【０１６４】
ベースレイヤのフレームがタイルに分割される場合に、マニフェストの従来型または非従
来型データ構造のこのような非従来型パラメータが、ベースレイヤのタイルおよびエンハ
ンスメントレイヤのタイルなどの異なる層のタイル間の従属性を記述するために用いるこ
とができる点に留意すべきである。
【０１６５】
一実施形態では、本方法は、インデックステーブルを構築するステップをさらに含み、構
築されたインデックステーブルは、リクエストアドレスを少なくとも１つのリプリゼンテ
ーションに記載された各任意コンポーネントの識別子と関係づける。
【０１６６】
一実施形態では、本方法は、位置をインデックステーブルの各任意コンポーネント識別子
と関係づけるステップをさらに含み、位置は、パーティションで分割された時分割メディ
アデータの再構築された部分において、対応する任意コンポーネントと関係するメディア
データが配置される位置を表す。
【０１６７】
一実施形態では、本方法は、パーティションで分割された時分割メディアデータを少なく
とも部分的に再構築するために必要とされる少なくとも１つのコンポーネントをパースす
るステップをさらに含み、再生可能なメディアリプリゼンテーションビットストリームは
、パーティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するた
めに必要とされる少なくとも１つのコンポーネントのパースされたデータの関数として決
定された、少なくとも１つの選択された任意コンポーネントのメディアデータの関数とし
て生成される。
【０１６８】
本発明の第２の態様は、時間的メディアセグメントに構成されたストリーミングされた時
分割メディアデータを受信するための方法を提供し、時分割メディアデータは、時限サン
プルを含むタイル化時分割メディアデータに属し、各時限サンプルは、複数のサブサンプ
ルを含み、時分割メディアデータは、時限サンプルのうちの１つの複数のサブサンプルの
中から選択されたサブサンプル、および他の時限サンプルの各々の１つの対応するサブサ
ンプルを収容する少なくとも１つのタイルトラックと、少なくとも１つのタイルトラック
を識別する少なくとも１つのエクストラクタを含む少なくとも１つの複合トラックと、を
含む独立にカプセル化されたトラックを含む少なくとも１つのメディアセグメントファイ
ルとして送信され、本方法は、タイル化時分割メディアデータの複数のバージョンを記述
するマニフェストを受信するステップであって、マニフェストは、リプリゼンテーション
を含み、各リプリゼンテーションは、少なくともタイル化時分割メディアデータの一部の
バージョンの記述を含み、少なくとも１つのリプリゼンテーションは、少なくとも１つの
複合トラックおよび少なくとも１つのタイルトラックである複数のトラックの記述を含む
、マニフェストを受信するステップと、少なくとも１つのタイルトラックを選択するステ
ップと、少なくとも１つの複合トラックおよび少なくとも１つの選択されたタイルトラッ
クを要求するステップと、要求されたトラックを受信すると、受信したトラックから再生
可能なメディアリプリゼンテーションビットストリームを生成するステップと、を含む。
【０１６９】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
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ビデオに動的に切り換えて戻ることを決定することができる。
【０１７０】
一実施形態では、本方法は、少なくとも１つの選択されたタイルトラックと少なくとも１
つの複合トラックとの間の従属関係を確立するために、マニフェストをパースし、解析す
るステップをさらに含む。
【０１７１】
一実施形態では、少なくとも１つの選択されたタイルトラックと少なくとも１つの複合ト
ラックとの間の従属関係は、マニフェストの従来型データ構造の従来型パラメータの非従
来型値の関数として確立される。マニフェストのデータ構造およびデータ構造パラメータ
は、例えばＤＡＳＨ標準規格に準拠してもよい。
【０１７２】
一実施形態では、少なくとも１つの選択されたタイルトラックを要求するステップは、パ
ラメータ値を要求するステップと、特に、パラメータ値を要求するステップに応答して取
得されたパラメータ値の関数として、少なくとも１つの選択されたタイルトラックを要求
するステップと、を含む。
【０１７３】
一実施形態では、少なくとも１つの選択されたタイルトラックと少なくとも１つの複合ト
ラックとの間の従属関係は、マニフェストの従来型データ構造の非従来型パラメータの値
の関数として確立される。
【０１７４】
一実施形態では、少なくとも１つの選択されたタイルトラックと少なくとも１つの複合ト
ラックとの間の従属関係は、マニフェストの非従来型データ構造のパラメータの値の関数
として確立される。
【０１７５】
ベースレイヤのフレームがタイルに分割される場合に、マニフェストの従来型または非従
来型データ構造のこのような非従来型パラメータが、ベースレイヤのタイルおよびエンハ
ンスメントレイヤのタイルなどの異なる層のタイル間の従属性を記述するために用いるこ
とができる点に留意すべきである。
【０１７６】
一実施形態では、本方法は、インデックステーブルを構築するステップをさらに含み、構
築されたインデックステーブルは、リクエストアドレスを少なくとも１つのリプリゼンテ
ーションに記載された各タイルトラックの識別子と関係づける。
【０１７７】
一実施形態では、本方法は、位置をインデックステーブルの各タイルトラック識別子と関
係づけるステップをさらに含み、位置は、タイル化時分割メディアデータの再構築された
部分において、対応するタイルトラックと関係するメディアデータが配置される位置を表
す。
【０１７８】
一実施形態では、本方法は、少なくとも１つの複合トラックをパースするステップをさら
に含み、再生可能なメディアリプリゼンテーションビットストリームは、少なくとも１つ
の複合トラックのパースされたデータの関数として決定された、少なくとも１つの選択さ
れたタイルトラックのメディアデータの関数として生成される。
【０１７９】
本発明の第３の態様は、時間的メディアセグメントに構成された時分割メディアデータを
送信するための方法を提供し、時分割メディアデータは、時限サンプルを含むパーティシ
ョンで分割された時分割メディアデータに属し、各時限サンプルは、複数のサブサンプル
を含み、時分割メディアデータは、時限サンプルのうちの１つの複数のサブサンプルの中
から選択されたサブサンプル、および他の時限サンプルの各々の１つの対応するサブサン
プルを収容する少なくとも１つのパーティションコンポーネントと、少なくとも１つのパ
ーティションコンポーネントを識別する少なくとも１つのエクストラクタを含む少なくと
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も１つの参照コンポーネントと、を含む独立にカプセル化されたコンポーネントを含む少
なくとも１つのメディアセグメントファイルとして送信され、本方法は、パーティション
で分割された時分割メディアデータの複数のバージョンを記述するマニフェストを送信す
るステップを含み、マニフェストは、リプリゼンテーションを含み、各リプリゼンテーシ
ョンは、少なくともパーティションで分割された時分割メディアデータの一部のバージョ
ンの記述を含み、少なくとも１つのリプリゼンテーションは、複数のコンポーネントの記
述を含み、複数のコンポーネントのうちの、少なくとも１つのコンポーネントはパーティ
ションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するために必要と
され、かつ、少なくとも１つのコンポーネントはパーティションで分割された時分割メデ
ィアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る任意コンポーネントである
。
【０１８０】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換えて戻ることを決定することができる。
【０１８１】
一実施形態では、本方法は、パーティションで分割された時分割メディアデータを少なく
とも部分的に再構築するために必要とされる少なくとも１つのコンポーネントを送信する
ための要求を受信するステップと、パーティションで分割された時分割メディアデータの
少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポ
ーネントを送信するための少なくとも１つの要求を受信するステップと、パーティション
で分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するために必要とされる
少なくとも１つのコンポーネントおよび少なくとも１つの選択されたコンポーネントを送
信するステップと、をさらに含む。
【０１８２】
一実施形態では、本方法は、パーティションで分割された時分割メディアデータの少なく
とも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネン
トを送信するための少なくとも１つの要求を受信する前に、パラメータ値のための要求を
受信し、要求されたパラメータ値を送信するステップをさらに含み、パーティションで分
割された時分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なく
とも１つの選択された任意コンポーネント送信するための少なくとも１つの要求は、特に
、送信されたパラメータ値に基づく。
【０１８３】
本発明の第４の態様は、時限サンプルを含むパーティションで分割された時分割メディア
データの項目の送信を可能にするメディアプレゼンテーション記述を生成するための方法
を提供し、各時限サンプルは、複数のサブサンプルを含み、パーティションで分割された
時分割メディアデータは、時間的メディアセグメントに構成され、時限サンプルのうちの
１つの複数のサブサンプルの中から選択されたサブサンプル、および他の時限サンプルの
各々の１つの対応するサブサンプルを収容する少なくとも１つのパーティションコンポー
ネントと、少なくとも１つのパーティションコンポーネントを識別する少なくとも１つの
エクストラクタを含む少なくとも１つの参照コンポーネントと、を含む独立にカプセル化
されたコンポーネントを含む少なくとも１つのメディアセグメントファイルとして送信さ
れ、本方法は、パーティションで分割された時分割メディアデータの複数のコンポーネン
トのコンポーネント間の従属関係を取得するステップであって、複数のコンポーネントの
うちの少なくとも１つのコンポーネントは、パーティションで分割された時分割メディア
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データを少なくとも部分的に再構築するために必要とされ、かつ、複数のコンポーネント
のうちの少なくとも１つのコンポーネントは、パーティションで分割された時分割メディ
アデータの少なくとも一部を再構築するために任意である、従属関係を取得するステップ
と、
パーティションで分割された時分割メディアデータの複数のバージョンを記述するマニフ
ェストを生成するステップであって、マニフェストは、リプリゼンテーションを含み、各
リプリゼンテーションは、少なくともパーティションで分割された時分割メディアデータ
の一部のバージョンの記述を含み、少なくとも１つのリプリゼンテーションは、パーティ
ションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するために必要と
される少なくとも１つのコンポーネントの記述、およびパーティションで分割された時分
割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために任意である少なくとも１つのコン
ポーネントの、記述を含む、マニフェストを生成するステップと、を含む。
【０１８４】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換えて戻ることを決定することができる。
【０１８５】
一実施形態では、従属関係は、マニフェストの従来型データ構造の従来型パラメータの所
定の非従来型値を用いて特徴づけられる。マニフェストのデータ構造およびデータ構造パ
ラメータは、例えばＤＡＳＨ標準規格に準拠してもよい。
【０１８６】
一実施形態では、従属関係は、マニフェストの従来型データ構造の非従来型パラメータの
所定の値を用いて特徴づけられる。
【０１８７】
一実施形態では、従属関係は、マニフェストの非従来型データ構造のパラメータの所定の
値を用いて特徴づけられる。
【０１８８】
ベースレイヤのフレームがタイルに分割される場合に、マニフェストの従来型または非従
来型データ構造のこのような非従来型パラメータが、ベースレイヤのタイルおよびエンハ
ンスメントレイヤのタイルなどの異なる層のタイル間の従属性を記述するために用いるこ
とができる点に留意すべきである。
【０１８９】
本発明の第５の態様は、上述した方法の各ステップを実行するのに適合する手段を含む装
置を提供する。
【０１９０】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換えて戻ることを決定することができる。
【０１９１】
本発明の第６の態様は、時間的メディアセグメントに構成されたストリーミングされた時
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分割メディアデータを受信するための装置を提供し、時分割メディアデータは、時限サン
プルを含むパーティションで分割された時分割メディアデータに属し、各時限サンプルは
複数のサブサンプルを含み、時分割メディアデータは、時限サンプルのうちの１つの複数
のサブサンプルの中から選択されたサブサンプル、および他の時限サンプルの各々の１つ
の対応するサブサンプルを収容する少なくとも１つのパーティションコンポーネントと、
少なくとも１つのパーティションコンポーネントを識別する少なくとも１つのエクストラ
クタを含む少なくとも１つの参照コンポーネントと、を含む独立にカプセル化されたコン
ポーネントを含む少なくとも１つのメディアセグメントファイルとして送信され、本装置
は、パーティションで分割された時分割メディアデータの複数のバージョンを記述するマ
ニフェストを受信するステップであって、マニフェストは、リプリゼンテーションを含み
、各リプリゼンテーションは、少なくともパーティションで分割された時分割メディアデ
ータの一部のバージョンの記述を含み、少なくとも１つのリプリゼンテーションは、複数
のコンポーネントの記述を含み、複数のコンポーネントのうちの、少なくとも１つのコン
ポーネントはパーティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再
構築するために必要とされ、かつ、少なくとも１つのコンポーネントはパーティションで
分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る任意
コンポーネントである、マニフェストを受信するステップと、パーティションで分割され
た時分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１
つの任意コンポーネントを選択するステップと、
パーティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するため
に必要とされる少なくとも１つのコンポーネント、およびパーティションで分割された時
分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１つの
選択された任意コンポーネントを要求するステップと、
要求されたコンポーネントを受信すると、受信したコンポーネントから再生可能なメディ
アリプリゼンテーションビットストリームを生成するステップと、を実行するように構成
された少なくとも１つのマイクロプロセッサを含む。
【０１９２】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換えて戻ることを決定することができる。
【０１９３】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、パーティションで分割された時分割メディアデ
ータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意
コンポーネントと、パーティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分
的に再構築するために必要とされる少なくとも１つのコンポーネントと、の間の従属関係
を確立するために、マニフェストをパースし、解析するステップを実行するようにさらに
構成される。
【０１９４】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、パーティションで分割された時分割メディアデ
ータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意
コンポーネントを要求するステップが、パラメータ値を要求するステップと、特に、パラ
メータ値を要求するステップに応答して取得されたパラメータ値の関数として、パーティ
ションで分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために選択され
得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネントを要求するステップと、を含むよう
にさらに構成される。
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【０１９５】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、インデックステーブルを構築するステップを実
行するようにさらに構成され、構築されたインデックステーブルは、リクエストアドレス
を少なくとも１つのリプリゼンテーションに記載された各任意コンポーネントの識別子と
関係づける。
【０１９６】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、位置をインデックステーブルの各任意コンポー
ネント識別子と関係づけるステップを実行するようにさらに構成され、位置は、パーティ
ションで分割された時分割メディアデータの再構築された部分において、対応する任意コ
ンポーネントと関係するメディアデータが配置される位置を表す。
【０１９７】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、パーティションで分割された時分割メディアデ
ータを少なくとも部分的に再構築するために必要とされる少なくとも１つのコンポーネン
トをパースするステップを実行するようにさらに構成され、再生可能なメディアリプリゼ
ンテーションビットストリームは、パーティションで分割された時分割メディアデータを
少なくとも部分的に再構築するために必要とされる少なくとも１つのコンポーネントのパ
ースされたデータの関数として決定された、少なくとも１つの選択された任意コンポーネ
ントのメディアデータの関数として生成される。
【０１９８】
本発明の第７の態様は、時間的メディアセグメントに構成されたストリーミングされた時
分割メディアデータを受信するための装置を提供し、時分割メディアデータは、時限サン
プルを含むタイル化時分割メディアデータに属し、各時限サンプルは複数のサブサンプル
を含み、時分割メディアデータは、時限サンプルのうちの１つの複数のサブサンプルの中
から選択されたサブサンプル、および他の時限サンプルの各々の１つの対応するサブサン
プルを収容する少なくとも１つのタイルトラックと、少なくとも１つのタイルトラックを
識別する少なくとも１つのエクストラクタを含む少なくとも１つの複合トラックと、を含
む独立にカプセル化されたトラックを含む少なくとも１つのメディアセグメントファイル
として送信され、
本装置は、
タイル化時分割メディアデータの複数のバージョンを記述するマニフェストを受信するス
テップであって、マニフェストは、リプリゼンテーションを含み、各リプリゼンテーショ
ンは、少なくともタイル化時分割メディアデータの一部のバージョンの記述を含み、少な
くとも１つのリプリゼンテーションは、少なくとも１つの複合トラックおよび少なくとも
１つのタイルトラックである複数のトラックの記述を含む、マニフェストを受信するステ
ップと、
少なくとも１つのタイルトラックを選択するステップと、
少なくとも１つの複合トラックおよび少なくとも１つの選択されたタイルトラックを要求
するステップと、
要求されたトラックを受信すると、受信したトラックから再生可能なメディアリプリゼン
テーションビットストリームを生成するステップと、を実行するように構成された少なく
とも１つのマイクロプロセッサを含む。
【０１９９】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換え戻ることを決定することができる。
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【０２００】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、少なくとも１つの選択されたタイルトラックと
少なくとも１つの複合トラックとの間の従属関係を確立するために、マニフェストをパー
スし、解析するステップを実行するようにさらに構成される。
【０２０１】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、少なくとも１つの選択されたタイルトラックを
要求するステップが、パラメータ値を要求するステップと、特に、パラメータ値を要求す
るステップに応答して取得されたパラメータ値の関数として、少なくとも１つの選択され
たタイルトラックを要求するステップと、を含むようにさらに構成される。
【０２０２】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、インデックステーブルを構築するステップを実
行するようにさらに構成され、構築されたインデックステーブルは、リクエストアドレス
を少なくとも１つのリプリゼンテーションに記載された各タイルトラックの識別子と関係
づける。
【０２０３】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、位置をインデックステーブルの各タイルトラッ
ク識別子と関係づけるステップを実行するようにさらに構成され、位置は、タイル化時分
割メディアデータの再構築された部分において、対応する任意コンポーネントと関係する
メディアデータが配置される位置を表す。
【０２０４】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、少なくとも１つの複合トラックをパースするス
テップを実行するようにさらに構成され、再生可能なメディアリプリゼンテーションビッ
トストリームは、少なくとも１つの複合トラックのパースされたデータの関数として決定
された、少なくとも１つの選択されたタイルトラックのメディアデータの関数として生成
される。
【０２０５】
本発明の第８の態様は、上述した装置を含むビデオデコーダを提供する。
【０２０６】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換えて戻ることを決定することができる。
【０２０７】
本発明の第９の態様は、時間的メディアセグメントに構成された時分割メディアデータを
送信するための装置を提供し、時分割メディアデータは、時限サンプルを含むパーティシ
ョンで分割された時分割メディアデータに属し、各時限サンプルは、複数のサブサンプル
を含み、時分割メディアデータは、時限サンプルのうちの１つの複数のサブサンプルの中
から選択されたサブサンプル、および他の時限サンプルの各々の１つの対応するサブサン
プルを収容する少なくとも１つのパーティションコンポーネントと、少なくとも１つのパ
ーティションコンポーネントを識別する少なくとも１つのエクストラクタを含む少なくと
も１つの参照コンポーネントと、を含む独立にカプセル化されたコンポーネントを含む少
なくとも１つのメディアセグメントファイルとして送信され、
本装置は、
パーティションで分割された時分割メディアデータの複数のバージョンを記述するマニフ
ェストを送信するステップを実行するように構成された少なくとも１つのマイクロプロセ
ッサを含み、
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マニフェストは、リプリゼンテーションを含み、各リプリゼンテーションは、少なくとも
パーティションで分割された時分割メディアデータの一部のバージョンの記述を含み、少
なくとも１つのリプリゼンテーションは、複数のコンポーネントの記述を含み、複数のコ
ンポーネントのうちの、少なくとも１つのコンポーネントはパーティションで分割された
時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するために必要とされ、かつ、少なく
とも１つのコンポーネントはパーティションで分割された時分割メディアデータの少なく
とも一部を再構築するために選択され得る任意コンポーネントである。
【０２０８】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換えて戻ることを決定することができる。
【０２０９】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、パーティションで分割された時分割メディアデ
ータを少なくとも部分的に再構築するために必要とされる少なくとも１つのコンポーネン
トを送信するための要求を受信するステップと、
パーティションで分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために
選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネントを送信するための少なくと
も１つの要求を受信するステップと、
パーティションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するため
に必要とされる少なくとも１つのコンポーネントおよび少なくとも１つの選択されたコン
ポーネントを送信するステップと、を実行するようにさらに構成される。
【０２１０】
一実施形態では、マイクロプロセッサは、パーティションで分割された時分割メディアデ
ータの少なくとも一部を再構築するために選択され得る少なくとも１つの選択された任意
コンポーネントを送信するための少なくとも１つの要求を受信する前に、パラメータ値の
ための要求を受信し、要求されたパラメータ値を送信するステップを実行するようにさら
に構成され、
パーティションで分割された時分割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために
選択され得る少なくとも１つの選択された任意コンポーネントを送信するための少なくと
も１つの要求は、特に、送信されたパラメータ値に基づく。
【０２１１】
本発明の第１０の態様は、時限サンプルを含むパーティションで分割された時分割メディ
アデータの項目の送信を可能にするメディアプレゼンテーション記述を生成するための装
置を提供し、各時限サンプルは複数のサブサンプルを含み、パーティションで分割された
時分割メディアデータは、時間的メディアセグメントに構成され、時限サンプルのうちの
１つの複数のサブサンプルの中から選択されたサブサンプル、および他の時限サンプルの
各々の１つの対応するサブサンプルを収容する少なくとも１つのパーティションコンポー
ネントと、少なくとも１つのパーティションコンポーネントを識別する少なくとも１つの
エクストラクタを含む少なくとも１つの参照コンポーネントと、を含む独立にカプセル化
されたコンポーネントを含む少なくとも１つのメディアセグメントファイルとして送信さ
れ、
本装置は、
パーティションで分割された時分割メディアデータの複数のコンポーネントのコンポーネ
ント間の従属関係を取得するステップであって、複数のコンポーネントのうちの少なくと
も１つのコンポーネントは、パーティションで分割された時分割メディアデータを少なく
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とも部分的に再構築するために必要とされ、かつ、複数のコンポーネントのうちの少なく
とも１つのコンポーネントは、パーティションで分割された時分割メディアデータの少な
くとも一部を再構築するために任意である、従属関係を取得するステップと、
パーティションで分割された時分割メディアデータの複数のバージョンを記述するマニフ
ェストを生成するステップであって、マニフェストは、リプリゼンテーションを含み、各
リプリゼンテーションは、少なくともパーティションで分割された時分割メディアデータ
の一部のバージョンの記述を含み、少なくとも１つのリプリゼンテーションは、パーティ
ションで分割された時分割メディアデータを少なくとも部分的に再構築するために必要と
される少なくとも１つのコンポーネントの記述、およびパーティションで分割された時分
割メディアデータの少なくとも一部を再構築するために任意である少なくとも１つのコン
ポーネントの、記述を含む、マニフェストを生成するステップと、を実行するように構成
された少なくとも１つのマイクロプロセッサを含む。
【０２１２】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換え戻ることを決定することができる。
【０２１３】
本発明の第１１の態様は、上述した装置を含むビデオエンコーダを提供する。
【０２１４】
したがって、本発明は、クライアントデバイスが、マニフェストファイルから必要なデー
タおよび任意のデータを識別して、ストリーミングする一組の任意のデータを動的に選択
することを可能にする。タイルに適用することにより、これは、ユーザーが定義した関心
領域にストリーミングを動的に適合させることを可能にする。本発明により、クライアン
トデバイスは、メディアプレゼンテーションからのビデオが空間的アクセスを提供するこ
とについて通知を受けることができる。マニフェストからの情報を用いて、クライアント
デバイスは、ビデオの特定の空間的領域へ動的に切り換えること、さらに、フルフレーム
ビデオに動的に切り換え戻ることを決定することができる。
【０２１５】
本発明はソフトウェアで実現することができるので、本発明は、任意の好適なキャリア媒
体上の、プログラム可能な装置に供給するためのコンピュータ可読コードとして具現化す
ることができる。有形のキャリア媒体は、フロッピー（登録商標）ディスク、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、ハードディスクドライブ、磁気テープデバイス、または固体状態メモリデバイスなど
の記憶媒体を含むことができる。一時的なキャリア媒体は、電気信号、電子信号、光信号
、音響信号、磁気信号、または電磁信号、例えばマイクロ波もしくはＲＦ信号などの信号
を含むことができる。＜付録＞
Ｆｉｌｅ　ｎａｍｅ　＝　Ｍｏｖｉｅ＿４．ｍｆ
Ｔｙｐｅ　ｏｆ　ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　＝　ｓｐａｔｉａｌｌｙ
Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｓｅｇｍｅｎｔｓ　＝　４
Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｓ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ｓｅｇｍｅｎｔｓ　＝　２ｘ２　ｍａｔ
ｒｉｘ
Ｓｅｇｍｅｎｔ
Ｓｅｇｍｅｎｔ　ｎａｍｅ　＝　ｃａｃｈｅ．ｓｏｕｒｃｅ．ｃｏｍ／ｒｅｓ／Ｍｏｖｉ
ｅ－４－１．ｓｅｇ
Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｉｎ　ｗｈｏｌｅ　＝　（０，　０）
Ｓｅｇｍｅｎｔ
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Ｓｅｇｍｅｎｔ　ｎａｍｅ　＝　ｃａｃｈｅ．ｓｏｕｒｃｅ．ｃｏｍ／ｒｅｓ／Ｍｏｖｉ
ｅ－４－２．ｓｅｇ
Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｉｎ　ｗｈｏｌｅ　＝　（０，　１）
Ｓｅｇｍｅｎｔ
Ｓｅｇｍｅｎｔ　ｎａｍｅ　＝　ｃａｃｈｅ．ｓｏｕｒｃｅ．ｃｏｍ／ｒｅｓ／Ｍｏｖｉ
ｅ－４－３．ｓｅｇ
Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｉｎ　ｗｈｏｌｅ　＝　（１，　０）
Ｓｅｇｍｅｎｔ
Ｓｅｇｍｅｎｔ　ｎａｍｅ　＝　ｃａｃｈｅ．ｓｏｕｒｃｅ．ｃｏｍ／ｒｅｓ／Ｍｏｖｉ
ｅ－４－４．ｓｅｇ
Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｉｎ　ｗｈｏｌｅ　＝　（１，　１）

コード１の抽出：マニフェストファイル
＜？ｘｍｌ　ｖｅｒｓｉｏｎ＝”１．０”？＞
＜ＭＰＤ　ｘｍｌｎｓ：ｘｓｉ＝”ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗ３．ｏｒｇ／２００１／Ｘ
ＭＬＳｃｈｅｍａ‐ｉｎｓｔａｎｃｅ”
ｘｍｌｎｓ＝”ｕｒｎ：ｍｐｅｇ：ＤＡＳＨ：ｓｃｈｅｍａ：ＭＰＤ：２０１１”ｘｓｉ
：ｓｃｈｅｍａＬｏｃａｔｉｏｎ＝”ｕｒｎ：ｍｐｅｇ：ＤＡＳＨ：ｓｃｈｅｍａ：ＭＰ
Ｄ：２０１１　ＤＡＳＨ‐ＭＰＤ．ｘｓｄ”
ｔｙｐｅ＝”ｓｔａｔｉｃ”
ｍｅｄｉａＰｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎＤｕｒａｔｉｏｎ＝”ＰＴ３２５６Ｓ”
ｍｉｎＢｕｆｆｅｒＴｉｍｅ＝”ＰＴ１．２Ｓ”
ｐｒｏｆｉｌｅｓ＝”ｕｒｎ：ｍｐｅｇ：ｄａｓｈ：ｐｒｏｆｉｌｅ：ｉｓｏｆｆ‐ｏｎ
‐ｄｅｍａｎｄ：２０１１”＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞ｈｔｔｐ：／／ｃｄｎ１．ｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍ／＜／ＢａｓｅＵ
ＲＬ＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞ｈｔｔｐ：／／ｃｄｎ２．ｅｘａｍｐｌｅ．ｃｏｍ／＜／ＢａｓｅＵ
ＲＬ＞
＜Ｐｅｒｉｏｄ＞
＜！‐‐　Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ａｕｄｉｏ　‐‐＞
＜ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝”ａｕｄｉｏ／ｍｐ４”　ｃｏｄｅ
ｃｓ＝”ｍｐ４ａ．０ｘ４０”　ｌａｎｇ＝”ｅｎ”
ｓｕｂｓｅｇｍｅｎｔＡｌｉｇｎｍｅｎｔ＝”ｔｒｕｅ”　ｓｕｂｓｅｇｍｅｎｔＳｔａ
ｒｔｓＷｉｔｈＳＡＰ＝”１”＞
＜ＣｏｎｔｅｎｔＰｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅＩｄＵｒｉ＝”ｕｒｎ：ｕｕｉｄ
：７０６Ｄ６９５３‐６５６Ｃ‐５２４４‐４Ｄ４８‐６５６１６４６５７２２１”／＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”１”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”６４０００”
＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞７６５７４１２３４８．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”２”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”３２０００”
＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞３４６３６４６３４６．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜！‐‐　Ｖｉｄｅｏ　‐‐＞
＜ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝”ｖｉｄｅｏ／ｍｐ４”　ｃｏｄｅ
ｃｓ＝”ａｖｃ１．４ｄ０２２８”
ｓｕｂｓｅｇｍｅｎｔＡｌｉｇｎｍｅｎｔ＝”ｔｒｕｅ”　ｓｕｂｓｅｇｍｅｎｔＳｔａ
ｒｔｓＷｉｔｈＳＡＰ＝”２”＞
＜ＣｏｎｔｅｎｔＰｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅＩｄＵｒｉ＝”ｕｒｎ：ｕｕｉｄ
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：７０６Ｄ６９５３‐６５６Ｃ‐５２４４‐４Ｄ４８‐５６１６４６５７２２１”／＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”６”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”２５６０００
”　ｗｉｄｔｈ＝”３２０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”２４０”＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞８５６３４５６４７３．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”７”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”５１２０００
”　ｗｉｄｔｈ＝”３２０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”２４０”＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞５６３６３６３４．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”８”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”１０２４００
０”　ｗｉｄｔｈ＝”６４０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４８０”＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞５６２４６５７３６．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”９”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”１３８４００
０”　ｗｉｄｔｈ＝”６４０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４８０”＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞４１３２５６４５．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”Ａ”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”１５３６００
０”　ｗｉｄｔｈ＝”１２８０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”７２０”＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞８９０４５６２５．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”Ｂ”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”２０４８００
０”　ｗｉｄｔｈ＝”１２８０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”７２０”＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞２３５３６７４５７３４．ｍｐ４＜／ＢａｓｅＵＲＬ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜／ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ＞
＜／Ｐｅｒｉｏｄ＞
＜／ＭＰＤ＞

コード２の抽出：マニフェストファイル
＜ＭＰＤ　…＞
＜Ｐｅｒｉｏｄ＞
＜ＢａｓｅＵＲＬ＞ｈｔｔｐ：／／ｍｙｓｅｒｖｅｒ．ｃｏｍ／ｍｅｄｉａ＜／Ｂａｓｅ
ＵＲＬ＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜Ｉｎｉｔｉａｌｉｚａｔｉｏｎ　ｓｏｕｒｃｅＵＲＬ＝≪　ＵＲＬ＿ＳＩ　≫／＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ　ｉｄ＝‘１’　ｃｏｎｔｅｎｔＴｙｐｅ＝‘ｖｉｄｅｏ
’　ｆｒａｍｅｒａｔｅ＝‘３０’＞
＜！－－　Ｂａｓｅ　ｌａｙｅｒ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　－－＞＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎ
ｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝‘Ｒ１’　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝‘ｖｉｄｅｏ／ｍｐ４’　ｗｉｄｔ
ｈ＝‘２０００’　ｈｅｉｇｈｔ＝‘１０００’ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝‘５１２０００’
＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　　　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝≪　ＵＲＬ＿
ＢＬ　≫／＞　　　＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜／ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ＞
＜！－－　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｌａｙｅｒ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ，　ｃｏｍｐ
ｏｓｉｔｅ　ｔｒａｃｋ　－－＞
＜ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ　ｉｄ＝‘２’　ｃｏｎｔｅｎｔＴｙｐｅ＝‘ｖｉｄｅｏ
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’　ｆｒａｍｅｒａｔｅ＝‘３０’＞
＜！－　Ｔｉｌｅ　ａ，　ｂ，　ｃ　ａｎｄ　　ｄ　ａｒｅ　ｄｅｓｃｒｉｂｅｄ　ａｓ
　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ　ｏｆ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ　ｔｒａｃｋ　－－＞
＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘Ｔａ’　／＞＜Ｒｏｌｅ　ｓｃｈｅｍｅ
ＩｄＵｒｉ＝‘ｔｉｌｉｎｇ’　ｖａｌｕｅ＝‘１：１’／＞＜／ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍ
ｐｏｎｅｎｔ＞
＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘Ｔｂ’／＞＜Ｒｏｌｅ　ｓｃｈｅｍｅＩ
ｄＵｒｉ＝‘ｔｉｌｉｎｇ’　ｖａｌｕｅ＝‘１：２’／＞＜／ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐ
ｏｎｅｎｔ＞
＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘Ｔｃ’／＞　＜Ｒｏｌｅ　ｓｃｈｅｍｅ
ＩｄＵｒｉ＝‘ｔｉｌｉｎｇ’　ｖａｌｕｅ＝‘２：１’／＞＜／ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍ
ｐｏｎｅｎｔ＞
＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘Ｔｄ’／＞　＜Ｒｏｌｅ　ｓｃｈｅｍｅ
ＩｄＵｒｉ＝‘ｔｉｌｉｎｇ’　ｖａｌｕｅ＝‘２：２’／＞＜／ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍ
ｐｏｎｅｎｔ＞　
＜ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｉｄ＝‘ＣＴ’／＞　＜Ｒｏｌｅ　ｓｃｈｅｍｅ
ＩｄＵｒｉ＝‘…ｒｏｌｅ’　ｖａｌｕｅ＝‘ｍａｉｎ’／＞＜／ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍ
ｐｏｎｅｎｔ＞　　　　　
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝‘Ｒ２’　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝‘ｖｉｄｅｏ／
ｍｐ４’　ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ＝‘Ｒ１’　ｗｉｄｔｈ＝‘４０００’　ｈｅｉｇ
ｈｔ＝‘２０００’　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝‘２０４８０００’＞
＜ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ＝‘１’ｃｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ＝‘Ｔａ’　ｗｉｄｔｈ＝‘２０００’　ｈｅｉｇｈｔ＝‘１０００’／＞
＜ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ＝‘２’ｃｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ＝‘Ｔｂ’　ｗｉｄｔｈ＝‘２０００’　ｈｅｉｇｈｔ＝‘１０００’／＞
＜ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ＝‘３’ｃｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ＝‘Ｔｃ’　ｗｉｄｔｈ＝‘２０００’　ｈｅｉｇｈｔ＝‘１０００’／＞
＜ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ＝‘４’ｃｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ＝‘Ｔｄ’　ｗｉｄｔｈ＝‘２０００’　ｈｅｉｇｈｔ＝‘１０００’／＞
＜ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ＝‘５’ｃｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ＝‘ＣＴ’　ｒｅｑｕｉｒｅｄ／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝≪　ＵＲＬ＿Ｘｉｎｄｅｘ＿ｒａｎｇｅ＝≪　０
－４３　≫　≫／＞
…．
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜／ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ＞
＜／Ｐｅｒｉｏｄ＞
＜／ＭＰＤ＞

コード３の抽出：下位リプリゼンテーション構造を含むマニフェストファイル
＜Ｐｅｒｉｏｄ＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　＜Ｉｎｉｔｉａｌｉｚａｔｉｏｎ　ｓｏｕｒｃｅＵＲＬ＝
”ｓｅｇ－ｍ－ｉｎｉｔ．ｍｐ４”／＞　＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　　
＜ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ　ｓｕｂｓｅｇｍｅｎｔＡｌｉｇｎｍｅｎｔ＝”ｔｒｕｅ
”　ｓｕｂｓｅｇｍｅｎｔＳｔａｒｔｓＷｉｔｈＳＡＰ＝”２”　ｍｉｎＢａｎｄｗｉｄ
ｔｈ＝”５１２０００”　ｍａｘＢａｎｄｗｉｄｔｈ＝”１０２４０００”　　ｆｒａｍ
ｅＲａｔｅ＝”３０”　＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝”ｖｉｄｅｏ／ｈｅｖｃ”　ｃｏ
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ｄｅｃｓ＝”ｈｖｃ１．４Ｄ４０１Ｅ”　ｉｄ＝”ＢＬ１”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”５
１２０００”　ｗｉｄｔｈ＝”６４０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４８０”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＢＬ－１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＢＬ－２．ｍｐ４”／＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞　
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝”ｖｉｄｅｏ／ｈｅｖｃ”　ｃｏ
ｄｅｃｓ＝”ｈｖｃ１．４Ｄ４０１Ｅ”　ｉｄ＝”ＥＬ１”　ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ
　＝　”ＢＬ１”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”１０２４０００”　ｗｉｄｔｈ＝”１２８０
”　ｈｅｉｇｈｔ＝”１０８０”＞
＜ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”ｔｉｌｅＡ”　ｄｅｐ
ｅｎｄｅｎｃｙＩｄ＝”　”　ｐｏｓｘ＝”０”　ｐｏｓｙ＝”０”ｗｉｄｔｈ＝”６４
０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４８０”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”５１２０００”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　
ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＡ－１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＡ－２．ｍｐ４”／
＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”ｔｉｌｅＢ”　ｄｅｐ
ｅｎｄｅｎｃｙＩｄ＝”　”　ｐｏｓｘ＝”６４０”　ｐｏｓｙ＝”０”　ｗｉｄｔｈ＝
”６４０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４８０”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”５１２０００”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　
ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＢ－１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＢ－２．ｍｐ４”／
＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－２．ｍｐ４”／＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞　
＜／ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ＞
＜／Ｐｅｒｉｏｄ＞

コード４の抽出：特定の下位リプリゼンテーション構造を含むマニフェストファイル
＜Ｐｅｒｉｏｄ＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　＜Ｉｎｉｔｉａｌｉｚａｔｉｏｎ　ｓｏｕｒｃｅＵＲＬ＝
”ｓｅｇ－ｍ－ｉｎｉｔ．ｍｐ４”／＞　＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　　
＜ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ　ｓｕｂｓｅｇｍｅｎｔＡｌｉｇｎｍｅｎｔ＝”ｔｒｕｅ
”　ｓｕｂｓｅｇｍｅｎｔＳｔａｒｔｓＷｉｔｈＳＡＰ＝”２”　ｍｉｎＢａｎｄｗｉｄ
ｔｈ＝”５１２０００”　ｍａｘＢａｎｄｗｉｄｔｈ＝”１０２４０００”　　ｆｒａｍ
ｅＲａｔｅ＝”３０”　＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝”ｖｉｄｅｏ／ｈｅｖｃ”　ｃｏ
ｄｅｃｓ＝”ｈｖｃ１．４Ｄ４０１Ｅ”　ｉｄ＝”ＢＬ１”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”５
１２０００”　ｗｉｄｔｈ＝”１２８０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”１０８０”＞
＜ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”ｔｉｌｅＡ＿０”　　
ｐｏｓｘ＝”０”　ｐｏｓｙ＝”０”　ｗｉｄｔｈ＝”６４０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４８
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０”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　
ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＡ－０１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＡ－０２．ｍｐ４”
／＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”ｔｉｌｅＢ＿０”　ｐ
ｏｓｘ＝”６４０”　ｐｏｓｙ＝”０”　ｗｉｄｔｈ＝”６４０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４
８０”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　
ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＢ－０１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＢ－０２．ｍｐ４”
／＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜！－Ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ　ｔｒａｃｋ　ｆｏｒ　ｂａｓｅ　ｌａｙｅｒ　－－＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＢＬ－１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＢＬ－２．ｍｐ４”／＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞　
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝”ｖｉｄｅｏ／ｈｅｖｃ”　ｃｏ
ｄｅｃｓ＝”ｈｖｃ１．４Ｄ４０１Ｅ”　ｉｄ＝”ＥＬ１”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”１
０２４０００”　ｗｉｄｔｈ＝”１２８０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”１０８０”＞
＜ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”ｔｉｌｅＡ＿１”　ｄ
ｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ＝”ｔｉｌｅＡ＿０”　ｐｏｓｘ＝”０”　ｐｏｓｙ＝”０”　
ｗｉｄｔｈ＝”６４０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４８０”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”５１２０
００”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　
ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＡ－１１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＡ－１２．ｍｐ４”
／＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝”ｔｉｌｅＢ＿１”　ｄ
ｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ＝”ｔｉｌｅＢ＿０”　ｐｏｓｘ＝”６４０”　ｐｏｓｙ＝”０
”　ｗｉｄｔｈ＝”６４０”　ｈｅｉｇｈｔ＝”４８０”　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝”５１
２０００”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　
ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＢ－１１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－ｔｉｌｅＢ－１２．ｍｐ４”
／＞
＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞
＜！－Ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ　ｔｒａｃｋ　ｆｏｒ　ＳＮＲ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｌ
ａｙｅｒ　－－＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ　ｄｕｒａｔｉｏｎ＝”１０”＞　
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－１．ｍｐ４”／＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ　ｍｅｄｉａ＝”ｓｅｇ－ＥＬ１－２．ｍｐ４”／＞
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＜／ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞
＜／Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ＞　
＜／ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ＞
＜／Ｐｅｒｉｏｄ＞

コード５の抽出：特定の下位リプリゼンテーション構造を含むマニフェストファイル
＜！－　Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｔ
ｙｐｅ　－－＞
＜ｘｓ：ｃｏｍｐｌｅｘＴｙｐｅ　ｎａｍｅ＝”ＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎＴｙｐｅ
”＞　
＜ｘｓ：ｃｏｍｐｌｅｘＣｏｎｔｅｎｔ＞　
＜ｘｓ：ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｂａｓｅ＝”ＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎＢａｓｅＴｙ
ｐｅ”＞　
＜ｘｓ：ｓｅｑｕｅｎｃｅ＞　
＜ｘｓ：ｅｌｅｍｅｎｔ　ｎａｍｅ＝”ＢａｓｅＵＲＬ”　ｔｙｐｅ＝”ＢａｓｅＵＲＬ
Ｔｙｐｅ”　ｍｉｎＯｃｃｕｒｓ＝”０”　ｍａｘＯｃｃｕｒｓ＝”ｕｎｂｏｕｎｄｅｄ
”／＞
＜ｘｓ：ｅｌｅｍｅｎｔ　ｎａｍｅ＝”ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉ
ｏｎ”　ｔｙｐｅ＝”ＳｐａｔｉａｌＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎＴｙｐｅ”　
ｍｉｎＯｃｃｕｒｓ＝”０”　ｍａｘＯｃｃｕｒｓ＝”ｕｎｂｏｕｎｄｅｄ”／＞
＜ｘｓ：ｅｌｅｍｅｎｔ　ｎａｍｅ＝”ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ”　ｔｙｐ
ｅ＝”ＳｕｂＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎＴｙｐｅ”　ｍｉｎＯｃｃｕｒｓ＝”０”　
ｍａｘＯｃｃｕｒｓ＝”ｕｎｂｏｕｎｄｅｄ”／＞
＜ｘｓ：ｅｌｅｍｅｎｔ　ｎａｍｅ＝”ＳｅｇｍｅｎｔＢａｓｅ”　ｔｙｐｅ＝”Ｓｅｇ
ｍｅｎｔＢａｓｅＴｙｐｅ”　ｍｉｎＯｃｃｕｒｓ＝”０”／＞
＜ｘｓ：ｅｌｅｍｅｎｔ　ｎａｍｅ＝”ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ”　ｔｙｐｅ＝”Ｓｅｇ
ｍｅｎｔＬｉｓｔＴｙｐｅ”　ｍｉｎＯｃｃｕｒｓ＝”０”／＞　
＜ｘｓ：ｅｌｅｍｅｎｔ　ｎａｍｅ＝”ＳｅｇｍｅｎｔＴｅｍｐｌａｔｅ”　ｔｙｐｅ＝
”ＳｅｇｍｅｎｔＴｅｍｐｌａｔｅＴｙｐｅ”　ｍｉｎＯｃｃｕｒｓ＝”０”／＞　
＜／ｘｓ：ｓｅｑｕｅｎｃｅ＞　
＜ｘｓ：ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｉｄ”　ｔｙｐｅ＝”ＳｔｒｉｎｇＮｏＷｈ
ｉｔｅｓｐａｃｅＴｙｐｅ”　ｕｓｅ＝”ｒｅｑｕｉｒｅｄ”／＞　＜ｘｓ：ａｔｔｒｉ
ｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｂａｎｄｗｉｄｔｈ”　ｔｙｐｅ＝”ｘｓ：ｕｎｓｉｇｎｅｄＩ
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コード６の抽出：ＭＰＤリプリゼンテーション要素の修正
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＜ｘｓ：ｅｌｅｍｅｎｔ　ｎａｍｅ＝”ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ”　ｔｙｐｅ＝”Ｓｅｇ
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’　ｆｒａｍｅｒａｔｅ＝‘３０’＞
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ｈ＝‘２０００’　ｈｅｉｇｈｔ＝‘１０００’ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝‘５１２０００’
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ＣｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ＞
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ｅＩｄＵｒｉ＝‘ｔｉｌｉｎｇ’　ｉｄ＝‘１’　　ｖａｌｕｅ＝‘２：２’／＞＜／Ｃ
ｏｎｔｅｎｔＣｏｍｐｏｎｅｎｔ＞
＜Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｉｄ＝‘Ｒ２’　ｍｉｍｅＴｙｐｅ＝‘ｖｉｄｅｏ／
ｍｐ４’　ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙＩｄ＝‘Ｒ１’　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ＝‘２０４８００
０’　ｗｉｄｔｈ＝‘４０００’　ｈｅｉｇｈｔ＝‘２０００’＞
＜ＳｅｇｍｅｎｔＬｉｓｔ＞　
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＜／ＡｄａｐｔａｔｉｏｎＳｅｔ＞
＜／Ｐｅｒｉｏｄ＞
＜／ＭＰＤ＞

コード８の抽出：ＭＰＤのセグメントに基づくタイルの信号送信
＜！－－　ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬ－－＞
＜ｘｓ：ｃｏｍｐｌｅｘＴｙｐｅ　ｎａｍｅ＝”ＳｅｇｍｅｎｔＵＲＬＴｙｐｅ”＞
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ＲＩ”／＞
＜ｘｓ：ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｍｅｄｉａＲａｎｇｅ”　ｔｙｐｅ＝”ｘｓ
：ｓｔｒｉｎｇ”／＞
＜ｘｓ：ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｉｎｄｅｘ”　ｔｙｐｅ＝”ｘｓ：ａｎｙＵ
ＲＩ”／＞
＜ｘｓ：ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｎａｍｅ＝”ｉｎｄｅｘＲａｎｇｅ”　ｔｙｐｅ＝”ｘｓ
：ｓｔｒｉｎｇ”／＞
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コード９の抽出：ＭＰＤセグメントＵＲＬタイプの拡張
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